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UUTCTCCC最新商品集
お世話になったあの方へ東大オフィシャルの贈り物を

The The University ofUniversity of TokyoTokyo CommunicationCommunication CenterCenter

社会とのコミュニケーション拠点として2005年に誕生した
UTCC。研究成果を活用した商品やUTokyoマークの公式
グッズを販売しています。年度末の贈答需要に応えるため、
2021年以降の新商品を紹介し、商品開発に関わった二人
の先生のインタビューも掲載しました。本郷
赤門横のお店は平日10時30分～17時に来店
OK。ネットショップはいつでも利用OKです。

そえぶみ箋（鷗外文庫）

肖像 本棚

蓮香ネイルオイル

東京大学オフィシャルネクタイ

グレー 淡青 濃紺

各450円

1,650円

各15,000円ワイドストライプ
銀座田屋の制作による、スクールカラーの淡青をイメージし銀座田屋の制作による、スクールカラーの淡青をイメージし

た新柄シリーズです。従来品より細いシルク糸を使用し（朱た新柄シリーズです。従来品より細いシルク糸を使用し（朱

子織）、高級感のある艶と輝きとともにボリューム感のある子織）、高級感のある艶と輝きとともにボリューム感のある

生地に仕上げました。剣先の裏には大学のロゴがあしらわれ、生地に仕上げました。剣先の裏には大学のロゴがあしらわれ、

濃紺地のストライプには細かい銀杏のデザインも施されてい濃紺地のストライプには細かい銀杏のデザインも施されてい

ます。式典や学会、就職活動など、大切なシーンで着用いたます。式典や学会、就職活動など、大切なシーンで着用いた

だきたい東京大学の「勝負」ネクタイです。だきたい東京大学の「勝負」ネクタイです。

東京大学出身の植物学

者・大賀一郎博士の名を

冠した大賀蓮。その香り

を再現した人気の蓮香シ

リーズから、ロールオン

タイプのネイルオイル

（容量8㎖）が誕生しま

した。生命の神秘を感じ

させる清らかさを織り込

んだ爽やかでやさしい香

りです。指先に塗ること

で奥深くまで浸透し保湿

されます。蓮香シリーズ

のハンドクリーム（980

円）とセットにしてのプ

レゼントもおすすめです。

本郷建物柄
シャープペンシル（紺）
880円

安田講堂、赤門、安田講堂、赤門、

総合図書館と本郷総合図書館と本郷

構内の雰囲気をデ構内の雰囲気をデ

ザインしたシャーザインしたシャー

ペン（トンボ鉛筆）。ペン（トンボ鉛筆）。

側面にUTokyoマ側面にUTokyoマ

ークが印字されたークが印字された

オリジナル商品でオリジナル商品で

す。軸を上下に振す。軸を上下に振

って芯を出す「フって芯を出す「フ

レノック機構」、レノック機構」、

クリップを押し上クリップを押し上

げるとフレノックげるとフレノック

が固定される「フが固定される「フ

レロック」機能もレロック」機能も

搭載し、筆箱内で搭載し、筆箱内で

の誤ノックを防げの誤ノックを防げ

ます。クリップをます。クリップを

押し下げて芯を出押し下げて芯を出

すことも可能です。すことも可能です。

2022年に総合図書館で開催された2022年に総合図書館で開催された

「テエベス百門の断面図　歿後100「テエベス百門の断面図　歿後100

年記念　森鷗外旧蔵書展」の記念グ年記念　森鷗外旧蔵書展」の記念グ

ッズとして作られた、鷗外ゆかりのッズとして作られた、鷗外ゆかりの

モチーフ入りそえぶみ箋。1枚に7モチーフ入りそえぶみ箋。1枚に7

行という仕様が絶妙に使いやすい美行という仕様が絶妙に使いやすい美

濃和紙の便箋です（封筒付き）。濃和紙の便箋です（封筒付き）。

表面と内側のデザ表面と内側のデザ

インの組み合わせインの組み合わせ

により、白い紙をにより、白い紙を

入れると色が変わ入れると色が変わ

って見える不思議って見える不思議

なクリアファイル。なクリアファイル。

安田講堂＆銀杏の安田講堂＆銀杏の

葉のパターンと、葉のパターンと、

安田講堂に向かう安田講堂に向かう

銀杏並木の写真風銀杏並木の写真風

デザインの2タイデザインの2タイ

プ。どちらも銀杏が新緑プ。どちらも銀杏が新緑

から黄葉に劇的に変化！から黄葉に劇的に変化！

マジック
クリアファイル

（銀杏葉）
（並木）
各450円

東
京
大
学
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
勝
負
ネ
ク
タ
イ

新
緑
が
黄
葉
に
変
化
！

鷗外歿後百年記念一筆箋

太古の蓮に思いを馳せて MONO × UTokyo

utcc.u-tokyo.ac.jp
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野生のワイン酵母で醸し、
オーク樽で熟成させた、
大学ならではの日本酒です

純米吟醸　
尾仲

　富山県立大学にいた頃、地元産の野生酵
母の探索を始めました。酵母は随所に存在
しますが、目に見えず、候補になるものを
培養して初めて姿が確認できます。果物や
花の蜜など糖分が多い環境にいることが多
いですが、たいていは発酵力が弱くて酒造
りに向きません。あるとき、地ビール会社
から預かった大麦麦芽で実験した余りを培
養したところ、たまたまよい酵母が見つか
りました。実家が蔵元（成政酒造）の研究
者が同じ学科にいた縁で、2012年に「尾仲」
が生まれ、クラウドファンディング（CF）
を活用して醸造と販売を続けてきました。
　市販の日本酒の多くに日本醸造協会が配
布する酵母が使われており、だいたいは風
味が似通います。でも、野生酵母だと違う
風味の酒ができます。野生酵母で商業レベ
ルの酒を造るのは、蔵元にとっては大きな
リスクですが、大学なら利益を出す必要は
ないし、微生物の扱いはお手のもの。野生
酵母を使う酒造りは大学向きだと思います。
　私は2012年に東大に来て、研究室旅行
で足利のワイナリーを見学しました。ワイ
ンでも協会酵母を使うのが普通ですが、こ
こは葡萄を潰して自然に発酵する形にこだ
わっています。ワインにどんな酵母がいる
のか知りたいと言われ、研究室で分析する
と、発酵が進むにつれて酵母が入れ替わっ
ていました。アルコール度数が15％程度
になったときの酵母を分離し、ワ

ココ・ファーム

イナリー
名と葡

プティマンサン

萄名と分離年からccPTM18と名付
けました。大麦麦芽の酵
母とccPTM18を使って
各々仕込み、2019年にCF

に出したところ、後者の
ほうが好評だったので、

2020年からはccPTM18一本にしました。

　ワイン酵母を日本酒に使うことはあまり
ありません。ワイン酵母には燻製のような
香りがある場合が多く、日本酒に使うと気
になる香りになりがちです。ところが、
ccPTM18にはたまたま燻製香がありませ
んでした。
　ビンテージものに価値がつくワインやウ
イスキーと違い、日本酒では新酒が尊ばれ
ますが、「尾仲」はワイン用オーク樽で半
年から1年ほど寝かせた熟成酒です。近年、
日本酒でも熟成酒という分野ができつつあ
りますが、向き不向きがあり、大吟醸酒な
どは熟成させても逆効果なようです。酸味
が強い酒のほうが、熟成で深みが出ると言
われます。ほどよい酸味が特徴的な「尾仲」
は熟成酒に向いていると思います。
　この酒をUTCCでという話が始まったの
は2021年11月。2022年5月に運営委員会
に臨み、試飲会を経てGOサインをもらい
ました。苗字が商品名で大丈夫かとも思い
ましたが、もともと酒に向きそうな名前は
どれも商標を取られていたために苗字にし
た経緯があり、酒名も継続となりました。
　研究室の大先輩にあたる坂口謹一郎先生
が亡くなったとき、私は学生として葬儀の
手伝いをさせてもらいました。坂口先生は
退官後に『日本の酒』という本を書いてお
酒博士と呼ばれました。この本には熟成さ
せた日本酒もいいと書いてあります。大先
輩も推していた熟成酒をUTCCで出せたこ
とに感慨を覚えます。「尾仲」はいわゆる
きれいな日本酒ではなく、日本酒の幅を広
げる大学らしい日本酒だと自負しています。

農学生命科学研究科特任教授
微生物潜在酵素（天野エンザイム）
寄付講座

尾仲宏康
3,300円（税込）

“
”

麦芽から発見した野生酵母が元に

燻製香のない珍しいワイン酵母

1月31日、尾仲先生、ココ･ファーム･1月31日、尾仲先生、ココ･ファーム･

ワイナリーの池上知恵子さん、成政酒ワイナリーの池上知恵子さん、成政酒

造の山田雅人さん造の山田雅人さんのの33人が、「境界を人が、「境界を

越えた酵母のうまみとは？」と題する越えた酵母のうまみとは？」と題する

イベントを渋谷QWSで行いました。イベントを渋谷QWSで行いました。

「お米は富山の

五百万石です。

洋風のおつまみ

で冷やで飲むの

もおすすめ」と

尾仲先生。
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演習林のおはし
（大）（小）

田無シラカシ

　田無演習林のシラカシで作っ
た箸を11月から販売していま
す。北海道演習林のウダイカン
バ箸に続くシリーズ第2弾です。
　演習林の目的は教育研究であ
り、持続可能な森林管理の研究
のために生産する木材を市場に
出荷しています。田無のシラカ
シは、直径44cm、高さが約
22mの巨木で、大きくなりす
ぎたために伐採したものです。
丸太を何かに使えないかと考え、
候補に上がったのが箸でした。
　どの木でも箸にできるわけで
はありません。細長くて加工が
簡単ではなく、ある程度の強度
も必要です。業者さんに提案し
ても、木の名前を伝えただけで
断られたり、加工してみてダメ
だという場合もあります。以前
の例では、サワラは前者、ユー
カリは後者でしたが、幸いシラ
カシはうまくいきました。
　演習林は毎年約2万㎥もの木
材を産出しますが、そのほとん
どは市場に出るとラベルが消え、
産地がどこなのかわからなくな
ります。大量消費の時代にはそ
れでもいいですが、消費者が価
格以外の商品価値を意識して選
ぶ時代になると、どこで誰が育
てた木材なのかというラベルが
あったほうがいい。多くの木材
は産地がわからない状態で流通
しますが、そこを変えないと林

業は辛くなる一方です。苦労し
て切り出しても買い叩かれる状
況だと持続できなくなる……。
そんな思いを持っていた約5年
前、UTCCから打診をもらいま
した。実は以前、環境三四郎※

の学生が農学部にいた関係で、
千葉演習林の木材で箸を作って
生協で販売したことがあり、箸
の商品化への道筋はだいたいわ
かっていました。箸の会社と知
り合い、機会があったら演習林
で記念品を作ろうと思っていま
したが、せっかくならUTCCで
もと考えて商品化を決めました。
　幸い売れ行きは好調で、ウダ
イカンバ箸は追加発注しました。
特に外国人のお客さんに人気が
あります。シラカシ箸では、身
近な住宅地の近くでとれた木で
できていることに価値を感じて
もらっているようです。木目や
色合いはもちろん、手で一本ず
つ削るので質感も各々違います。
　富士癒しの森研究所のミズナ
ラを次の候補にしており、すで
に試作も行いました。その次は
生態水文学研究所のヒノキを準

農学生命科学研究科教授
附属演習林企画部長
森林流域管理学研究室

蔵治光一郎 各2,400円 （税込）

“
”

演習林箸シリーズ第2弾

野球部のバットになる!?

備しています。その後は未定で
すが、できたら7つの演習林そ
れぞれの箸をと思っています。

　これまでは演習林の木材をあ
まり活用できていませんでした
が、まず学内での活用を進めた
いです。私が学生の頃は机も椅
子も床も木製が主でしたがいま
は少ないですよね。それを置き
換えられないかと考えています。
昨年末から受注生産の学内受付
を始め、科所長会議でご案内し
ました。計画的に木材を伐採し
在庫する必要があるので、倉庫
を用意して備蓄を進めています。
　最近、野球部のバットの試作
も始めました。試合用はいろい
ろと基準があって難しいですが、
練習用なら可能性があります。
野球部が演習林のバットで練習
して勝ち点を得たら最高ですね。
　キャンパス面積の99％を占
める演習林から出る木材を使わ
ない手はありません。演習林の
木材を扱うベンチャーなども出
てきてくれるとうれしいですね。

工学部5号館の51講義室には秩父演習

林の木材（ミズナラ、ブナ、ウダイカン

バ、スギ）でできた講義台（写真）が。

そのほか、本郷・学生支援センターの表

札（千葉演習林のケヤキ）、弥生・農正

門の銘板（北海道演習林のイチイ）、農

学部3号館の学生サービスセンターや大

講義室の壁（北海道演習林のウダイカン

バ）でも演習林の木材が使われています。

床に木材が敷き詰められ

た蔵治先生の研究室

演習林が生む年2万㎥もの
木材をキャンパスの内外で
もっと活用するために

職
員
が
撮
影
し
た
田
無
演
習
林
の
四
季
折
々

の
写
真
が
箸
の
台
紙
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

※環境問題に取り組む学生団体
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相原　八重洲アカデミックコモンズは、
2019年に協定を結んだ三井不動産との産
学協創活動の成果です。東京駅を一望する
サテライト拠点であり、UTokyo Compass

が掲げる「場をつくる」の具現化の一端で
す。三井不動産が場を、東大が知を提供す
ることにより、都市の価値の再定義、未来
の都市像の提案、「経年優化」する都市を
担う人材育成などを、三井不動産東大ラボ
として進めています。
出口　三井不動産と東大は、これまで柏キ
ャンパスが位置する柏の葉地区において、
柏市や関連機関とともに柏の葉スマートシ
ティ構築に取り組んできました。今ではわ
が国を代表するスマートシティのモデルと
なっています。そうしたご縁がこの産学協
創につながっています。
相原　三井不動産の八重洲開発の中核に東
京ミッドタウン八重洲があり、リスキリン
グ教育の機能を加えたいということから東
大に打診をいただきました。鉄道で来やす

いだけでなく、バスターミナル直結で空港
からの便もよい八重洲での活動の第一弾が、
昨年10月開講のスマートシティスクール
です。社会人対象の活動では近郊からのア
クセスのよさが重要で、八重洲には大きな
地の利があります。ただ、活動場所は八重
洲だけではありません。八重洲を軸に東大
のキャンパスの多様性を活かしています。
出口　スマートシティスクールの授業は座
学と滞在型活動に大別され、前者は八重洲、
後者は主に柏が舞台です。柏では研究室見
学に加え、生産技術研究所・須田研究室の
協力による自動運転バスの試乗やスマート
シティの見学もあり、参加者は柏の葉で合
宿を行います。議論を重視するために対面
を基本とし、定員は1コース20人。八重洲
を会場とする90分の授業は、講義と議論が
半々で、関連分野の先生方を講師にお迎え
し、15週で約30コマを実施します。合宿
はスマートシティに力を入れている地方都
市でも行います。

相原　これまではキャンパスに来てもらう
のが普通でしたが、いまは東大のほうから
社会へ出ていくことも重要です。UTokyo 

Compassが掲げる社会への染み出しです。
場所も時間も限られてい
るので、八重洲に限らず
に様々な取り組みを重ね
ないといけません。場と
して染み出し、教育の対
象も染み出す。八重洲の
やり方が他にも広がるこ
とを期待しています。

出口　グループ演習では、対象都市のスマ
ートシティ実行計画を立案し、対象市役所
の職員も参加する講評会で発表します。実
施の計画に活かしたいので市役所で提案い
ただきたいと言われたグループもありまし
た。企業・官公庁から派遣された参加者を
通じて東大と企業・官公庁がつながる好機
となり、講師の先生との交流など、新たな
展開も芽生えています。
相原　この場は東大が独占するわけではあ
りません。三井不動産東大ラボとしては、
連携するアカデミアにも場を提供する方針
です。大学が社会から求められる教育リソ
ース開放のための最適な場として活用して
ほしいと思っています。シンポジウムやセ
ミナーも適宜開催しているほか、教育プロ
グラムの第二弾は生産技術研究所が担当す
るデザインスクールで、5月からの開講を
予定しています。他にも複数部局から手が
挙がっており、検討を進めています。
出口　当研究科では、サステナブル・ファ
イナンスやライフサイエンスに関するプロ
グラムも企画しているところです。
相原　場所も時間も限られるので、人気が
出すぎると学内で競争になるかもしれませ
んが、そのような嬉しい悲鳴が出る状況は、
担当理事としては大歓迎ですね。

三井不動産の「場」＋東大の「知」

三井不動産と締結した産学協創協定により
2020年に発足した三井不動産東大ラボ。
その活動の成果の一つが、東京ミッドタウ
ン八重洲の4階に位置する八重洲アカデミ
ックコモンズです。一から事業を練り上げ
てきた担当理事、昨年10月に始まった教
育プログラム第一弾のスクール長のお二人
に、コモンズの概要、これまでの活動、今
後の展望について語っていただきました。

八重洲洲アアカカデデミミッックコモンズクコモンズとは？とは？

首都の玄関口に生まれた東大のサテライト拠点首都の玄関口に生まれた東大のサテライト拠点

巨大ホワイトボードを設えたフロア
からは、辰野金吾が手がけた東京駅
舎や東大発の光触媒技術が使われ
た「グランルーフ」が一望できます。

理事・副学長
新領域創成科学研究科長
／スマートシティスクール長

相原博昭 出口 敦

社会へ染み出す大学の先駆として

スマートシティスクール第二期の開講開講式
では藤井輝夫総長が挨拶を行いました。
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北川貴士大気海洋研究所附属国際・地域連携研究センター 
地域連携研究部門（大槌研究拠点）准教授

岩手県大槌町にある大気海洋研究所附属国際・地域連携研究センターを舞台に、社会科学研究所とタッグを組んで
行う地域連携プロジェクト――海をベースに三陸各地の地域アイデンティティを再構築し、地域の希望となる人材の育成
を目指す文理融合型の取組み――です。5年目を迎え、活動はさらに展開していきます。

赤浜の青い鳥

第24回海と希望の学校 in 三陸

制作：大気海洋研究所広報戦略室（内線：66430）

　岩手の沿岸部で生活していると、夏の
朝、イソヒヨドリという鳥が、美しくさ
えずっていることに気づきます。オスは
頭から胸、背、腰までが青藍色、腹は赤
褐色をした綺麗な鳥です（写真１）。
　これまで、この事業では地域の小ネタ、
いうなれば青い鳥を探してその魅力を地
域の方々と共有し、地域に誇りを持って
もらう活動を展開してきました。数年前、
小ネタをたくさん集めて地図にしました。
けれど、できたと思ったら抜けていた小
ネタが湧いてきて、すぐに更新する必要
が出てきました。もっと賑やかな地図を
と考えていた時、地域のレクリエーショ
ンを通じて小国夢夏さん（大槌町観光交
流協会）と知り合う機会を得ました。
　小国さんは幼いころよりセンターのあ

る赤浜地区にお住まいでしたので、これ
幸いと地域の小ネタを探るべくいろい
ろ尋ねてみました。その中で小学生の頃、
友達とどんな遊びをしていのたかとい
う質問をしたところ、「赤浜小学校から
の帰り道、センターの前を通るときに
『東京大学大気海洋研究所国際沿岸海洋
研究センター』をだれが素早く言えるか
ゲームをやっていた」と答えてくれまし
た。学部・学科等の名称が自由化されて
以降、全国の大学のいたるところで組織
名が寿限無化しました。その波はこの赤
浜にも及んだわけですが、噛みそうにな
るその名称は、Eテレ番組を先取りした
かのような地域の小ネタにもなってい
ました。これまで地域の誇りになる“大
きな”小ネタばかりを追いかけて沿岸を
駆けずり回っていました。しかし、何て
ことはない、実に身近なところに青い鳥
はいたのと同時に、今年創立50周年を

迎える当センターが、
半世紀を経てよ
うやく赤浜の
方々に小ネタに
してもらえるぐ

らいに認識して
もらえるようになっ

たことを感じ取りました。
　これから暖かくなってくると、また、
センターのバルコニーでイソヒヨドリが

さえずるようになります。今年度でこの
文理融合型事業「海と希望の学校 in 三
陸」は終了しますが、沿岸での青い鳥探
しはまだまだ続いていきます。

　2019年4月より2か月に1度お届けし
てまいりました「海と希望の学校 in 三
陸」の連載は、本稿をもって終了となり
ます。おつきあいいただき、ありがとう
ございました。来年度からは「（仮）海
と希望の学校～被災地から全国へ」とい
うタイトルで皆様にさまざまな地域の小
ネタをさらにお届けしていく予定です。
楽しみにしていてくださいね。

写真1：イソヒヨドリ

写真2：三陸小ネタ地図 写真3：センター玄関にあるロゴマーク
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新田老

2019 年 9 月、大槌湾から新種のカニ「オオヨツハモガニ」が発表されました。本種は長
い間、近似種の「ヨツハモガニ」と間違えられていましたが、私たちの調査から全くの別
種と判明したのです。海藻とそっくりな色をして、甲にあるマジックテープのような形の毛
に海藻を付着させる「デコレーティング」を行う面白いカニです。 

三陸で新種発見！ 
「オオヨツハモガニ」

サケに関する伝説や儀礼が今でも残る地

区。本州有数のサケの遡上河川として知

られ、12月に行われる「鮭まつり」は約

半世紀の歴史を誇る

吉浜湾

宮古湾

越喜来湾

釜石湾

船越湾

閉伊川と津軽石川が流れ込む。沿岸部でも

有数の広さを誇る集水域を背後にもつ。浄

土ヶ浜周辺は見どころの多い散策コース

山田湾

ギネスブックにも載っている、世界で最も深いところに作られた

湾口防波堤がある。ガントリークレーンがシンボル

全国に4カ所しかない

「恋」の字がつく駅の一つ

海と希望の

三陸マップ

　日本全国いろいろな場所をたずねると、いつも感じることがあります。それは魅力のある地域ほど、特徴的な「小ネタ」が、たくさんあ

るということです。小ネタとは、その土地の生活に密着した、何気ないけれど、なんとも言えずアジのある、ちょっとした話題のことで

す。今、人口減少による地方の消滅が、心配されています。でも、人が減っても、地区や町は、すぐにはなくなりません。みんなで日々の

小ネタを大切にし、一つの小ネタがまた別の小ネタへと、自然につながっていく取り組みが営まれている地域は、いつまでも元気です。

みなさんの住んでいる三陸には、素敵な小ネタがたくさんあります。自分はいつも当たり前に食べているけれど、外から来た人はその美味

しさにびっくりする地元の料理。観光地図にあるような名所ではないけれど、むかしから、そこに行くとなぜだか心がおちついたり、つら

いことも忘れられる、不思議な場所。家族や近所のお年寄りに「○○（地名）ならではの『小ネタ』ってある？」とたずねれば、「そうだ

なあ」「あるかなあ」なんて言いながら、なにかおしえてくれたりします。

そしてみなさんは、きっと気づくでしょう。小ネタの多くは、海につながっている、と。鉄道でつながる三陸の海には、たのしい小ネタが

それぞれの地区や町などにあります。うれしくなるような小ネタ、おしえてください。小ネタをたずねて、「さんてつ」に乗って行きます

から。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  （玄田有史）

三陸の中高生へ- 海は「小ネタ」の宝庫だ！

地域の重要な水産資源であるサケ。新巻鮭は三陸
独自の食文化のひとつ。東日本大震災による津波で
は、ふ化場で育てられ放流を待っていた稚魚たちも
犠牲になりましたが、長期的な調査の結果、戻ってく
るサケの減少に対しては、震災の影響はほとんどあ
りませんでした。将来の資源の回復に向け科学的な
知見を増やしていくのみならず、地域の力として観
光・教育的資源として価値をさらに探っていく必要が
あると考えています。

三陸サケは地域の宝

希望には、光のイメージが伴う。列車が暗いトンネルに入ったレール
の先に広がる光景のようだ。ただ、希望の行く先が光なら、根源にある

のは、むしろ闇なのかもしれない。希望学という研究を始めてわかった
のが、希望をもって取り組んでいる人は、きまって挫折や試練を経験して

いるという事実だった。希望は、未来の目標やゴールのように見えるが、実
際は過去からの挫折や試練という闇をくぐり抜け、光に向かって進むプロセ

スなのだ。
不運や困難に打ちひしがれた人 は々、悲しみの後、それでも前に向かおうと
するとき、「希望」という言葉に思いを託す。希望学で15年以上釜石を訪れて
いるのも、数 の々挫折を経験しながら、それでも希望を失わない人 が々紡い
できた、固有の風土を感じるからだ。今や重茂の主要産品である「早採りワ
カメ」も、元 は々挫折のワカメだった。成長を邪魔するとして、冬場には間引
かれるだけのものだった。それを震災後、生でこそ美味く色鮮やかな素材

に「春いちばん」という物語を込めて出荷したところ、希望の光が灯った
のだ。背景には、早採りであれば、高齢の漁業者の作業負担も小さい

という発想の転換があった。商品化には、地元関係者の「分かち合
い」はもちろん、その魅力をともに信じる外部の人 と々の「ゆるやか

な絆（ウィークタイズ）」も欠かせなかった。
挫折は希望の糧。早採りワカメを生んだ三陸の海は、それ

が真実だとおしえてくれる。
（東京大学社会科学研究所　玄田有史）

希望のワカメ・
挫折のワカメ

三陸地域一帯に甚大な被害をもたらした東日本大震災から10
年目を迎えます。重茂半島の姉吉地区では最大40.5ｍの津波を観

測し、重茂漁業協同組合所属の漁船780艘のうち、残ったのは14艘でし
た。ワカメ漁が基幹漁業でもある重茂では、5月に始まる天然ワカメ漁までに

70艘を調達しました。それらの漁船は共同利用、収益の平等分配という珍しい
方式をとり、全国的にも注目を浴びました。
2011年5月21日に震災後初の天然ワカメ漁が解禁され、2012年3月には養殖ワ
カメの収穫が開始されました。同年11月17日には早採りワカメ「春いちばん」も出
荷されました。震災によって養殖施設も甚大な被害を受けましたが、2012年には
施設の半数が復旧しました。この間に復旧した定置網漁で得られた収入も、ワカ
メ養殖の復旧に充てられました。

重茂地区では、ワカメ養殖に積極的に取り組んできました。早採りワカメを岩
手県でいち早く商品化するなど、ワカメの商品価値を高めて、「重茂ブラン

ド」を確立してきました。ワカメ漁は重茂を象徴する漁業種であり、地域
としてワカメ漁の復活に力を注いできたように、重茂にとって震

災からの復旧は、このワカメ漁の復活とともにありました。
（国際沿岸海洋研究センター　吉村健司）

重茂のワカメ
おも え

野生動物に小型の記録計をつけて、行動や
生態を調べる「バイオロギング」という手法が
あります。さまざまな種類の海鳥が飛来する
三陸の海ですが、船越大島で繁殖するオオ
ミズナギドリの飛行データから、気象衛星で
は観測が難しい沿岸域の海上風データの推
定に成功しました。この手法を駆使して、気象
予報の精度を高める研究を進めています。

海鳥で気象観測が
可能に！？

ワカメ養殖が盛んな三陸沿岸地域では、ワカメに関する授業や体験学習
に取り組んでいる学校が多く、中学生が修学旅行を利用して東京で販売を行

う活動が活発に行われています。
大槌町の小中一貫教育校・吉里吉里学園では、中学部の生徒たちが、ふるさとの

産業や文化について学ぶ総合的な学習の一環として、地元の新おおつち漁業協同
組合の協力のもとで学習しているとのこと。種付けから収穫・加工・販売までのいわ
ゆる「6次産業」に取り組んでいると聞いて、収穫期の新おおつち漁協におじゃましま
した。
ワカメの刈り取りから袋詰めまでは大変な作業です。塩もみのあと茎などをはずす
作業は、1本1本手作業で、根気よく丁寧に抜かなければいけません。種付けから

販売までの作業を生徒自らが体験することで、同じ地域に住む漁業者らの苦
労や先人から教わった創意工夫、ワカメが製品になるまでにかかる手間、

そして売ることの難しさを知ることができます。そして、食べ物に対す
る有難さなど気づきが生まれ、自分たちが生まれ育った地域へ

の愛着、誇りにつながっていくのだと思いました。
（国際沿岸海洋研究センター　北川貴士）

修学旅行は
ワカメを携えて

東京大学大気海洋研究所
国際沿岸海洋研究センター

震災遺構「たろう観光ホテル」「道の駅た

ろう」は「復興の象徴」。田老銅山はかつ

て硫化鉱を採掘していた銅山。大正8年に

ラサ工業に買収され、昭和に開発が進めら

れた。採掘鉱石は宮古港駅隣接の鉱石貯蔵

施設（ホッパー）まで索道にて運搬され

た。「真崎ワカメ」の産地

　　・旧たろう観光ホテル

　　・防潮堤

　　・津波到達点

田老の震災遺構

ふれあいパーク山田（山田町）
道の駅「やまだ」の食堂コーナーの磯ラーメ

ン。具材にワカメの“葉”の部分だけでなく、

めかぶを用いることが多いのが、三陸地方の磯

ラーメンの特色だが、この磯ラーメンは麺にも

ワカメが練り込まれており、緑色が特徴的

魚定（普代村）
漁港に臨む食事処「魚定」の磯ラー

メン。シウリにホタテ、ツブ、カニ

にエビ、イカ、タコ、ウニと具材と

して用いられる魚介類のほぼ全てを

コンプリートした豪華な磯ラーメン

大船渡
県内最大の水揚げを誇る。大船渡港は、県内

で唯一の重点港湾。市内各地に石灰石鉱山が

あり、大船渡湾奥には太平洋セメント大船渡

工場が稼働している。石灰石を運ぶ貨物専用

鉄道も。黒い玉石が敷き詰められた碁石浜が

有名

五葉山
北上山地では、早池峰山に次ぐ標高（1351

ｍ）で、沿岸の最高峰。かつては「山たて

（山を使って船の位置、漁場などを確認する

方法）」に使われ、漁師は「五葉つぶし」と

いわれる五葉山が見えなくなる沖合約70海里

（近世の好漁場）まで出かけて漁をし、山を

目指して帰っていった。ゴヨウザンヨウラク

は五葉山の固有植物

両石湾

大　湾

車窓からの景色は

最高にきれい

べこの道
ワカメの保存に欠かせない塩。野田村、普代村、田野畑村が産地

として有名。岩手は日本屈指の砂鉄産地で鉄釜の入手が容易で

あったことから、江戸時代、塩は海水を釜で煮詰めて作られた

（素水式製塩）。海産物の保存のほか、交換財として牛（べこ）

で内陸にも運ばれた。野田から続く塩の道は「べこの道」とも

「海ノ民話のまち」

に認定（2020年

度「海と日本プロ

ジェクト」）

海を題材にした作品を多く残した

作家・吉村昭の文学碑

待合室に作家・吉

村昭と津村節子の

本を集めた文庫

重茂地区

船越・山田両湾と「鯨と海の科学

館」の眺めが楽しめる。駅プラッ

トフォームのホーローの駅表示板

は国鉄時代のもの

鯨山
「砂浜を歩きますと、きりきりと砂が軋みます

でしょう。そこでアイヌ人たちは砂浜のことを

きりきりと呼ぶようになったのだそうですね」

（井上ひさし『吉里吉里人』）

恋の峠トンネル

県内初の捕鯨会社が設立された地区であり、かつて港は

橋野町から釜石に鉄鉱石を運び出すために使われた

町方地区には、自噴井が分布。絶滅危惧種

「淡水型イトヨ」が県内で唯一生息

じ ふんせい

小袖（兜岩・つりがね洞）
NHK連続テレビ小説「あまちゃん」の舞台

卯子酉山

（鵜鳥神社）
黒森山（黒森神社）ととも

に、陸中沿岸漁民の信仰を集

める。鵜鳥神楽は、黒森神楽

と同様、沿岸の村々を巡行

し、地域の家々を訪れ、厄払

いや供養など願いに応じた演

目を舞う。「陸中沿岸地方の

廻り神楽」として、無形民俗

文化財に指定されている

三陸鉄道
久慈から宮古、釜石を経て盛に至る三陸鉄道リアス線
に乗ると、宮古から釜石に至る路線はトンネルが少ない
のに対して、宮古以北や釜石以南はトンネルが多いこ
とに気がつきます。これは単に地形の問題だけでなく、
それぞれの路線が建設された時期による違いをも反映
しています。宮古から釜石までの区間は山田線の一部
として戦前期に開通しました。これに対して久慈ー宮古
間と釜石ー盛間は戦後の1960～70年代に建設されま
した。戦前に作られた路線が長大トンネルを避け、曲が
りくねったルートを選択しているのに対して、戦後建設さ
れた路線は、トンネル掘削技術の進歩もあり、なるべく
直線的で勾配が少ないルートを通っているのです。

（東京大学社会科学研究所　中村尚史）

北山崎

鵜ノ巣断崖

三陸は

小ネタが

いっぱい！

地域を元気に

するのは小ネタ！

国内最大の琥珀の産地。久慈産は良質で、奈良や京都、出雲の史跡からも

発見される。かんざしなどの加工品のほか、お香や線香、触媒などに利用

北緯40°シンボル塔

熊の鼻展望台

三王岩

本州最東端!

寄せ波だけで，返す波がない

「片寄せ波」で有名

吉里吉里海岸
希少植物 エゾノコウボウムギ

県内有数の港町。宮古港は、県外へ

の水産物移出の拠点。マダラの水揚

げ日本一。明治28年に鍬ヶ崎地区に

あった水産補習学校（現：宮古水産

高）で行ったサケの採卵、放流が県

での人工孵化放流の始まりとされ

る。宮古湾海戦は、戊辰戦争の中で

繰り広げられた戦闘の一つ。小山田

地区の通称「煙突山」にそびえる

「ラサの煙突」は街のシンボル

かつては伊達藩に属し、南部藩の藩境の地と

して栄えた。1801年9月に伊能忠敬が唐丹を訪

れ測量を開始。その業績を称え、唐丹出身の

天文暦学者・葛西昌丕によって「測量の碑」が

建立されている。これは江戸時代の測量事績

を残す全国唯一の場所とされる。「唐の舟」が

出入りしていたため「唐舟」の名が生まれ、

「舟」が変化して「唐丹」となったとも

日本一の生産量を誇る岩手のエゾアワビ。
他県産のアワビが夏に旬を迎えるのに対し、
三陸産は11～12月に漁獲されます。東日本
大震災では、稚貝の７割が津波に流されまし
た。ここ数年は春先の水温が高く、餌となる
海藻も減っています。資源回復には各地域
の海の特徴をつかみ、獲り方や育て方を工
夫することが重要です。

エゾアワビも
全国シェア１位！

潮吹穴
日出島

ローソク岩

御箱崎千畳敷

三貫島
オオミズナギドリの繁殖地。三貫文になるほ

ど魚が獲れたことが地名の由来

釜石大観音

さまざまな顔をもつ三陸沿岸。北部には雄大な断崖、南部には地形の
入り組んだ優美なリアス海岸が続く「三陸復興国立公園」。沖合は、
黒潮からの暖水、親潮、津軽暖流が交わる“豊饒の海”。浅海は、生物
の多様性を支える藻場などが形成される生き物の“涵養の場”、また人
が生物を採集し、海の知識を身につけ、生活の知恵を交換する“海と
の交わりの場”。北上山地は、沿岸域へ栄養を供給し、人々の生活や
日本の繁栄を支える鉱物を産出してきた“宝の山”―。三陸鉄道沿線
を中心に、海と希望の小ネタをいっぱい集めてご紹介します。

釜石の希望
釜石は「鉄と魚とラグビーのまち」といわれます。「鉄」は幕末以来、当地の基幹産業であ
り、戦後釜石の繁栄を支えた製鉄業、「魚」は豊富な漁業資源をもつ沿岸漁業、「ラグ
ビー」は「北の鉄人」こと新日鐵釜石ラグビー部による日本選手権7連覇の偉業が有名で
す。ただ現在の釜石では、縮小した製鉄業に代わって機械工業が台頭し、震災によって
壊滅的な被害を受けた魚市場を再建し、ラグビー・ワールドカップの余韻を残しつつ、地
元チーム・釜石シーウェイブスがトップチャレンジリーグ(第2部)で頑張っています。「もう
―ない」と諦めるのではなく、「まだ―ない」、そして「また―ある」と前向きにとらえ直すと
ころに、釜石の希望があるのです。

ハマユリ

スカシユリの俗称で沿岸を代表する花。「北の鉄人」

のユニフォームにもあしらわれている

ヶ崎

Tokishirazu（大　町）
ひょうたん島をイメージした大　駅舎内

にあるラーメン店「Tokishirazu」の磯

ラーメン。ワカメやフノリといった磯の

海藻類に、シウリ貝やホタテといった三

陸の磯ラーメン定番の具材に加え、鮭の

町・大　町らしく“鮭ハム”を具材に加

え、お洒落な印象もある磯ラーメン

撮影：冨手淳氏

撮影：冨手淳氏

クロコシジロウミツバメ

（環境省：絶滅危惧ⅠＡ類）

の繁殖地

ハマギク

ハマギク属の日本固有種。

花言葉は「逆境に立ち向か

う」。東日本大震災の津波

被害から復興したホテル名

にも。2021年に宇宙へ行く

らしい

（中村尚史）

三陸各地の磯ラーメン

オランダ島

唐丹湾

綾里湾

黒森山（黒森神社）

浄土ヶ浜

鵜住居ー田老は、

『海と希望の学校 on

 三鉄』で乗車して

いただくルートです

「海と希望の学校 in 三陸」公式 Twitter（@umitokibo）

盛

陸前赤崎
綾里

恋し浜

甫嶺

三陸

吉浜

唐丹

平田

釜石

両石

浪板海岸

払川

八木沢・宮古短大

鵜住居

大槌
吉里吉里

岩手船越

織笠

陸中山田

豊間根

津軽石

磯鶏
宮古

山口団地

一の渡

佐羽根

田老

摂待

岩泉小本

島越

田野畑

普代

白井海岸

堀内

野田玉川
十府ヶ浦海岸

陸中野田

陸中宇部

久慈

新田老

2019 年 9 月、大槌湾から新種のカニ「オオヨツハモガニ」が発表されました。本種は長
い間、近似種の「ヨツハモガニ」と間違えられていましたが、私たちの調査から全くの別
種と判明したのです。海藻とそっくりな色をして、甲にあるマジックテープのような形の毛
に海藻を付着させる「デコレーティング」を行う面白いカニです。 

三陸で新種発見！ 
「オオヨツハモガニ」

サケに関する伝説や儀礼が今でも残る地

区。本州有数のサケの遡上河川として知

られ、12月に行われる「鮭まつり」は約

半世紀の歴史を誇る

吉浜湾

宮古湾

越喜来湾

釜石湾

船越湾

閉伊川と津軽石川が流れ込む。沿岸部でも

有数の広さを誇る集水域を背後にもつ。浄

土ヶ浜周辺は見どころの多い散策コース

山田湾

ギネスブックにも載っている、世界で最も深いところに作られた

湾口防波堤がある。ガントリークレーンがシンボル

全国に4カ所しかない

「恋」の字がつく駅の一つ

海と希望の

三陸マップ

　日本全国いろいろな場所をたずねると、いつも感じることがあります。それは魅力のある地域ほど、特徴的な「小ネタ」が、たくさんあ

るということです。小ネタとは、その土地の生活に密着した、何気ないけれど、なんとも言えずアジのある、ちょっとした話題のことで

す。今、人口減少による地方の消滅が、心配されています。でも、人が減っても、地区や町は、すぐにはなくなりません。みんなで日々の

小ネタを大切にし、一つの小ネタがまた別の小ネタへと、自然につながっていく取り組みが営まれている地域は、いつまでも元気です。

みなさんの住んでいる三陸には、素敵な小ネタがたくさんあります。自分はいつも当たり前に食べているけれど、外から来た人はその美味

しさにびっくりする地元の料理。観光地図にあるような名所ではないけれど、むかしから、そこに行くとなぜだか心がおちついたり、つら

いことも忘れられる、不思議な場所。家族や近所のお年寄りに「○○（地名）ならではの『小ネタ』ってある？」とたずねれば、「そうだ

なあ」「あるかなあ」なんて言いながら、なにかおしえてくれたりします。

そしてみなさんは、きっと気づくでしょう。小ネタの多くは、海につながっている、と。鉄道でつながる三陸の海には、たのしい小ネタが

それぞれの地区や町などにあります。うれしくなるような小ネタ、おしえてください。小ネタをたずねて、「さんてつ」に乗って行きます

から。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  （玄田有史）

三陸の中高生へ- 海は「小ネタ」の宝庫だ！

地域の重要な水産資源であるサケ。新巻鮭は三陸
独自の食文化のひとつ。東日本大震災による津波で
は、ふ化場で育てられ放流を待っていた稚魚たちも
犠牲になりましたが、長期的な調査の結果、戻ってく
るサケの減少に対しては、震災の影響はほとんどあ
りませんでした。将来の資源の回復に向け科学的な
知見を増やしていくのみならず、地域の力として観
光・教育的資源として価値をさらに探っていく必要が
あると考えています。

三陸サケは地域の宝

希望には、光のイメージが伴う。列車が暗いトンネルに入ったレール
の先に広がる光景のようだ。ただ、希望の行く先が光なら、根源にある

のは、むしろ闇なのかもしれない。希望学という研究を始めてわかった
のが、希望をもって取り組んでいる人は、きまって挫折や試練を経験して

いるという事実だった。希望は、未来の目標やゴールのように見えるが、実
際は過去からの挫折や試練という闇をくぐり抜け、光に向かって進むプロセ

スなのだ。
不運や困難に打ちひしがれた人 は々、悲しみの後、それでも前に向かおうと
するとき、「希望」という言葉に思いを託す。希望学で15年以上釜石を訪れて
いるのも、数 の々挫折を経験しながら、それでも希望を失わない人 が々紡い
できた、固有の風土を感じるからだ。今や重茂の主要産品である「早採りワ
カメ」も、元 は々挫折のワカメだった。成長を邪魔するとして、冬場には間引
かれるだけのものだった。それを震災後、生でこそ美味く色鮮やかな素材

に「春いちばん」という物語を込めて出荷したところ、希望の光が灯った
のだ。背景には、早採りであれば、高齢の漁業者の作業負担も小さい

という発想の転換があった。商品化には、地元関係者の「分かち合
い」はもちろん、その魅力をともに信じる外部の人 と々の「ゆるやか

な絆（ウィークタイズ）」も欠かせなかった。
挫折は希望の糧。早採りワカメを生んだ三陸の海は、それ

が真実だとおしえてくれる。
（東京大学社会科学研究所　玄田有史）

希望のワカメ・
挫折のワカメ

三陸地域一帯に甚大な被害をもたらした東日本大震災から10
年目を迎えます。重茂半島の姉吉地区では最大40.5ｍの津波を観

測し、重茂漁業協同組合所属の漁船780艘のうち、残ったのは14艘でし
た。ワカメ漁が基幹漁業でもある重茂では、5月に始まる天然ワカメ漁までに

70艘を調達しました。それらの漁船は共同利用、収益の平等分配という珍しい
方式をとり、全国的にも注目を浴びました。
2011年5月21日に震災後初の天然ワカメ漁が解禁され、2012年3月には養殖ワ
カメの収穫が開始されました。同年11月17日には早採りワカメ「春いちばん」も出
荷されました。震災によって養殖施設も甚大な被害を受けましたが、2012年には
施設の半数が復旧しました。この間に復旧した定置網漁で得られた収入も、ワカ
メ養殖の復旧に充てられました。

重茂地区では、ワカメ養殖に積極的に取り組んできました。早採りワカメを岩
手県でいち早く商品化するなど、ワカメの商品価値を高めて、「重茂ブラン

ド」を確立してきました。ワカメ漁は重茂を象徴する漁業種であり、地域
としてワカメ漁の復活に力を注いできたように、重茂にとって震

災からの復旧は、このワカメ漁の復活とともにありました。
（国際沿岸海洋研究センター　吉村健司）

重茂のワカメ
おも え

野生動物に小型の記録計をつけて、行動や
生態を調べる「バイオロギング」という手法が
あります。さまざまな種類の海鳥が飛来する
三陸の海ですが、船越大島で繁殖するオオ
ミズナギドリの飛行データから、気象衛星で
は観測が難しい沿岸域の海上風データの推
定に成功しました。この手法を駆使して、気象
予報の精度を高める研究を進めています。

海鳥で気象観測が
可能に！？

ワカメ養殖が盛んな三陸沿岸地域では、ワカメに関する授業や体験学習
に取り組んでいる学校が多く、中学生が修学旅行を利用して東京で販売を行

う活動が活発に行われています。
大槌町の小中一貫教育校・吉里吉里学園では、中学部の生徒たちが、ふるさとの

産業や文化について学ぶ総合的な学習の一環として、地元の新おおつち漁業協同
組合の協力のもとで学習しているとのこと。種付けから収穫・加工・販売までのいわ
ゆる「6次産業」に取り組んでいると聞いて、収穫期の新おおつち漁協におじゃましま
した。
ワカメの刈り取りから袋詰めまでは大変な作業です。塩もみのあと茎などをはずす
作業は、1本1本手作業で、根気よく丁寧に抜かなければいけません。種付けから

販売までの作業を生徒自らが体験することで、同じ地域に住む漁業者らの苦
労や先人から教わった創意工夫、ワカメが製品になるまでにかかる手間、

そして売ることの難しさを知ることができます。そして、食べ物に対す
る有難さなど気づきが生まれ、自分たちが生まれ育った地域へ

の愛着、誇りにつながっていくのだと思いました。
（国際沿岸海洋研究センター　北川貴士）

修学旅行は
ワカメを携えて

東京大学大気海洋研究所
国際沿岸海洋研究センター

震災遺構「たろう観光ホテル」「道の駅た

ろう」は「復興の象徴」。田老銅山はかつ

て硫化鉱を採掘していた銅山。大正8年に

ラサ工業に買収され、昭和に開発が進めら

れた。採掘鉱石は宮古港駅隣接の鉱石貯蔵

施設（ホッパー）まで索道にて運搬され

た。「真崎ワカメ」の産地

　　・旧たろう観光ホテル

　　・防潮堤

　　・津波到達点

田老の震災遺構

ふれあいパーク山田（山田町）
道の駅「やまだ」の食堂コーナーの磯ラーメ

ン。具材にワカメの“葉”の部分だけでなく、

めかぶを用いることが多いのが、三陸地方の磯

ラーメンの特色だが、この磯ラーメンは麺にも

ワカメが練り込まれており、緑色が特徴的

魚定（普代村）
漁港に臨む食事処「魚定」の磯ラー

メン。シウリにホタテ、ツブ、カニ

にエビ、イカ、タコ、ウニと具材と

して用いられる魚介類のほぼ全てを

コンプリートした豪華な磯ラーメン

大船渡
県内最大の水揚げを誇る。大船渡港は、県内

で唯一の重点港湾。市内各地に石灰石鉱山が

あり、大船渡湾奥には太平洋セメント大船渡

工場が稼働している。石灰石を運ぶ貨物専用

鉄道も。黒い玉石が敷き詰められた碁石浜が

有名

五葉山
北上山地では、早池峰山に次ぐ標高（1351

ｍ）で、沿岸の最高峰。かつては「山たて

（山を使って船の位置、漁場などを確認する

方法）」に使われ、漁師は「五葉つぶし」と

いわれる五葉山が見えなくなる沖合約70海里

（近世の好漁場）まで出かけて漁をし、山を

目指して帰っていった。ゴヨウザンヨウラク

は五葉山の固有植物

両石湾

大　湾

車窓からの景色は

最高にきれい

べこの道
ワカメの保存に欠かせない塩。野田村、普代村、田野畑村が産地

として有名。岩手は日本屈指の砂鉄産地で鉄釜の入手が容易で

あったことから、江戸時代、塩は海水を釜で煮詰めて作られた

（素水式製塩）。海産物の保存のほか、交換財として牛（べこ）

で内陸にも運ばれた。野田から続く塩の道は「べこの道」とも

「海ノ民話のまち」

に認定（2020年

度「海と日本プロ

ジェクト」）

海を題材にした作品を多く残した

作家・吉村昭の文学碑

待合室に作家・吉

村昭と津村節子の

本を集めた文庫

重茂地区

船越・山田両湾と「鯨と海の科学

館」の眺めが楽しめる。駅プラッ

トフォームのホーローの駅表示板

は国鉄時代のもの

鯨山
「砂浜を歩きますと、きりきりと砂が軋みます

でしょう。そこでアイヌ人たちは砂浜のことを

きりきりと呼ぶようになったのだそうですね」

（井上ひさし『吉里吉里人』）

恋の峠トンネル

県内初の捕鯨会社が設立された地区であり、かつて港は

橋野町から釜石に鉄鉱石を運び出すために使われた

町方地区には、自噴井が分布。絶滅危惧種

「淡水型イトヨ」が県内で唯一生息

じ ふんせい

小袖（兜岩・つりがね洞）
NHK連続テレビ小説「あまちゃん」の舞台

卯子酉山

（鵜鳥神社）
黒森山（黒森神社）ととも

に、陸中沿岸漁民の信仰を集

める。鵜鳥神楽は、黒森神楽

と同様、沿岸の村々を巡行

し、地域の家々を訪れ、厄払

いや供養など願いに応じた演

目を舞う。「陸中沿岸地方の

廻り神楽」として、無形民俗

文化財に指定されている

三陸鉄道
久慈から宮古、釜石を経て盛に至る三陸鉄道リアス線
に乗ると、宮古から釜石に至る路線はトンネルが少ない
のに対して、宮古以北や釜石以南はトンネルが多いこ
とに気がつきます。これは単に地形の問題だけでなく、
それぞれの路線が建設された時期による違いをも反映
しています。宮古から釜石までの区間は山田線の一部
として戦前期に開通しました。これに対して久慈ー宮古
間と釜石ー盛間は戦後の1960～70年代に建設されま
した。戦前に作られた路線が長大トンネルを避け、曲が
りくねったルートを選択しているのに対して、戦後建設さ
れた路線は、トンネル掘削技術の進歩もあり、なるべく
直線的で勾配が少ないルートを通っているのです。

（東京大学社会科学研究所　中村尚史）

北山崎

鵜ノ巣断崖

三陸は

小ネタが

いっぱい！

地域を元気に

するのは小ネタ！

国内最大の琥珀の産地。久慈産は良質で、奈良や京都、出雲の史跡からも

発見される。かんざしなどの加工品のほか、お香や線香、触媒などに利用

北緯40°シンボル塔

熊の鼻展望台

三王岩

本州最東端!

寄せ波だけで，返す波がない

「片寄せ波」で有名

吉里吉里海岸
希少植物 エゾノコウボウムギ

県内有数の港町。宮古港は、県外へ

の水産物移出の拠点。マダラの水揚

げ日本一。明治28年に鍬ヶ崎地区に

あった水産補習学校（現：宮古水産

高）で行ったサケの採卵、放流が県

での人工孵化放流の始まりとされ

る。宮古湾海戦は、戊辰戦争の中で

繰り広げられた戦闘の一つ。小山田

地区の通称「煙突山」にそびえる

「ラサの煙突」は街のシンボル

かつては伊達藩に属し、南部藩の藩境の地と

して栄えた。1801年9月に伊能忠敬が唐丹を訪

れ測量を開始。その業績を称え、唐丹出身の

天文暦学者・葛西昌丕によって「測量の碑」が

建立されている。これは江戸時代の測量事績

を残す全国唯一の場所とされる。「唐の舟」が

出入りしていたため「唐舟」の名が生まれ、

「舟」が変化して「唐丹」となったとも

日本一の生産量を誇る岩手のエゾアワビ。
他県産のアワビが夏に旬を迎えるのに対し、
三陸産は11～12月に漁獲されます。東日本
大震災では、稚貝の７割が津波に流されまし
た。ここ数年は春先の水温が高く、餌となる
海藻も減っています。資源回復には各地域
の海の特徴をつかみ、獲り方や育て方を工
夫することが重要です。

エゾアワビも
全国シェア１位！

潮吹穴
日出島

ローソク岩

御箱崎千畳敷

三貫島
オオミズナギドリの繁殖地。三貫文になるほ

ど魚が獲れたことが地名の由来

釜石大観音

さまざまな顔をもつ三陸沿岸。北部には雄大な断崖、南部には地形の
入り組んだ優美なリアス海岸が続く「三陸復興国立公園」。沖合は、
黒潮からの暖水、親潮、津軽暖流が交わる“豊饒の海”。浅海は、生物
の多様性を支える藻場などが形成される生き物の“涵養の場”、また人
が生物を採集し、海の知識を身につけ、生活の知恵を交換する“海と
の交わりの場”。北上山地は、沿岸域へ栄養を供給し、人々の生活や
日本の繁栄を支える鉱物を産出してきた“宝の山”―。三陸鉄道沿線
を中心に、海と希望の小ネタをいっぱい集めてご紹介します。

釜石の希望
釜石は「鉄と魚とラグビーのまち」といわれます。「鉄」は幕末以来、当地の基幹産業であ
り、戦後釜石の繁栄を支えた製鉄業、「魚」は豊富な漁業資源をもつ沿岸漁業、「ラグ
ビー」は「北の鉄人」こと新日鐵釜石ラグビー部による日本選手権7連覇の偉業が有名で
す。ただ現在の釜石では、縮小した製鉄業に代わって機械工業が台頭し、震災によって
壊滅的な被害を受けた魚市場を再建し、ラグビー・ワールドカップの余韻を残しつつ、地
元チーム・釜石シーウェイブスがトップチャレンジリーグ(第2部)で頑張っています。「もう
―ない」と諦めるのではなく、「まだ―ない」、そして「また―ある」と前向きにとらえ直すと
ころに、釜石の希望があるのです。

ハマユリ

スカシユリの俗称で沿岸を代表する花。「北の鉄人」

のユニフォームにもあしらわれている

ヶ崎

Tokishirazu（大　町）
ひょうたん島をイメージした大　駅舎内

にあるラーメン店「Tokishirazu」の磯

ラーメン。ワカメやフノリといった磯の

海藻類に、シウリ貝やホタテといった三

陸の磯ラーメン定番の具材に加え、鮭の

町・大　町らしく“鮭ハム”を具材に加

え、お洒落な印象もある磯ラーメン

撮影：冨手淳氏

撮影：冨手淳氏

クロコシジロウミツバメ

（環境省：絶滅危惧ⅠＡ類）

の繁殖地

ハマギク

ハマギク属の日本固有種。

花言葉は「逆境に立ち向か

う」。東日本大震災の津波

被害から復興したホテル名

にも。2021年に宇宙へ行く

らしい

（中村尚史）

三陸各地の磯ラーメン

オランダ島

唐丹湾

綾里湾

黒森山（黒森神社）

浄土ヶ浜

鵜住居ー田老は、

『海と希望の学校 on

 三鉄』で乗車して

いただくルートです

盛

陸前赤崎
綾里

恋し浜

甫嶺

三陸

吉浜

唐丹

平田

釜石

両石

浪板海岸

払川

八木沢・宮古短大

鵜住居

大槌
吉里吉里

岩手船越

織笠

陸中山田

豊間根

津軽石

磯鶏
宮古

山口団地

一の渡

佐羽根

田老

摂待

岩泉小本

島越

田野畑

普代

白井海岸

堀内

野田玉川
十府ヶ浦海岸

陸中野田

陸中宇部

久慈

新田老

2019 年 9 月、大槌湾から新種のカニ「オオヨツハモガニ」が発表されました。本種は長
い間、近似種の「ヨツハモガニ」と間違えられていましたが、私たちの調査から全くの別
種と判明したのです。海藻とそっくりな色をして、甲にあるマジックテープのような形の毛
に海藻を付着させる「デコレーティング」を行う面白いカニです。 

三陸で新種発見！ 
「オオヨツハモガニ」

サケに関する伝説や儀礼が今でも残る地

区。本州有数のサケの遡上河川として知

られ、12月に行われる「鮭まつり」は約

半世紀の歴史を誇る

吉浜湾

宮古湾

越喜来湾

釜石湾

船越湾

閉伊川と津軽石川が流れ込む。沿岸部でも

有数の広さを誇る集水域を背後にもつ。浄

土ヶ浜周辺は見どころの多い散策コース

山田湾

ギネスブックにも載っている、世界で最も深いところに作られた

湾口防波堤がある。ガントリークレーンがシンボル

全国に4カ所しかない

「恋」の字がつく駅の一つ

海と希望の

三陸マップ

　日本全国いろいろな場所をたずねると、いつも感じることがあります。それは魅力のある地域ほど、特徴的な「小ネタ」が、たくさんあ

るということです。小ネタとは、その土地の生活に密着した、何気ないけれど、なんとも言えずアジのある、ちょっとした話題のことで

す。今、人口減少による地方の消滅が、心配されています。でも、人が減っても、地区や町は、すぐにはなくなりません。みんなで日々の

小ネタを大切にし、一つの小ネタがまた別の小ネタへと、自然につながっていく取り組みが営まれている地域は、いつまでも元気です。

みなさんの住んでいる三陸には、素敵な小ネタがたくさんあります。自分はいつも当たり前に食べているけれど、外から来た人はその美味

しさにびっくりする地元の料理。観光地図にあるような名所ではないけれど、むかしから、そこに行くとなぜだか心がおちついたり、つら

いことも忘れられる、不思議な場所。家族や近所のお年寄りに「○○（地名）ならではの『小ネタ』ってある？」とたずねれば、「そうだ

なあ」「あるかなあ」なんて言いながら、なにかおしえてくれたりします。

そしてみなさんは、きっと気づくでしょう。小ネタの多くは、海につながっている、と。鉄道でつながる三陸の海には、たのしい小ネタが

それぞれの地区や町などにあります。うれしくなるような小ネタ、おしえてください。小ネタをたずねて、「さんてつ」に乗って行きます

から。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  （玄田有史）

三陸の中高生へ- 海は「小ネタ」の宝庫だ！

地域の重要な水産資源であるサケ。新巻鮭は三陸
独自の食文化のひとつ。東日本大震災による津波で
は、ふ化場で育てられ放流を待っていた稚魚たちも
犠牲になりましたが、長期的な調査の結果、戻ってく
るサケの減少に対しては、震災の影響はほとんどあ
りませんでした。将来の資源の回復に向け科学的な
知見を増やしていくのみならず、地域の力として観
光・教育的資源として価値をさらに探っていく必要が
あると考えています。

三陸サケは地域の宝

希望には、光のイメージが伴う。列車が暗いトンネルに入ったレール
の先に広がる光景のようだ。ただ、希望の行く先が光なら、根源にある

のは、むしろ闇なのかもしれない。希望学という研究を始めてわかった
のが、希望をもって取り組んでいる人は、きまって挫折や試練を経験して

いるという事実だった。希望は、未来の目標やゴールのように見えるが、実
際は過去からの挫折や試練という闇をくぐり抜け、光に向かって進むプロセ

スなのだ。
不運や困難に打ちひしがれた人 は々、悲しみの後、それでも前に向かおうと
するとき、「希望」という言葉に思いを託す。希望学で15年以上釜石を訪れて
いるのも、数 の々挫折を経験しながら、それでも希望を失わない人 が々紡い
できた、固有の風土を感じるからだ。今や重茂の主要産品である「早採りワ
カメ」も、元 は々挫折のワカメだった。成長を邪魔するとして、冬場には間引
かれるだけのものだった。それを震災後、生でこそ美味く色鮮やかな素材

に「春いちばん」という物語を込めて出荷したところ、希望の光が灯った
のだ。背景には、早採りであれば、高齢の漁業者の作業負担も小さい

という発想の転換があった。商品化には、地元関係者の「分かち合
い」はもちろん、その魅力をともに信じる外部の人 と々の「ゆるやか

な絆（ウィークタイズ）」も欠かせなかった。
挫折は希望の糧。早採りワカメを生んだ三陸の海は、それ

が真実だとおしえてくれる。
（東京大学社会科学研究所　玄田有史）

希望のワカメ・
挫折のワカメ

三陸地域一帯に甚大な被害をもたらした東日本大震災から10
年目を迎えます。重茂半島の姉吉地区では最大40.5ｍの津波を観

測し、重茂漁業協同組合所属の漁船780艘のうち、残ったのは14艘でし
た。ワカメ漁が基幹漁業でもある重茂では、5月に始まる天然ワカメ漁までに

70艘を調達しました。それらの漁船は共同利用、収益の平等分配という珍しい
方式をとり、全国的にも注目を浴びました。
2011年5月21日に震災後初の天然ワカメ漁が解禁され、2012年3月には養殖ワ
カメの収穫が開始されました。同年11月17日には早採りワカメ「春いちばん」も出
荷されました。震災によって養殖施設も甚大な被害を受けましたが、2012年には
施設の半数が復旧しました。この間に復旧した定置網漁で得られた収入も、ワカ
メ養殖の復旧に充てられました。

重茂地区では、ワカメ養殖に積極的に取り組んできました。早採りワカメを岩
手県でいち早く商品化するなど、ワカメの商品価値を高めて、「重茂ブラン

ド」を確立してきました。ワカメ漁は重茂を象徴する漁業種であり、地域
としてワカメ漁の復活に力を注いできたように、重茂にとって震

災からの復旧は、このワカメ漁の復活とともにありました。
（国際沿岸海洋研究センター　吉村健司）

重茂のワカメ
おも え

野生動物に小型の記録計をつけて、行動や
生態を調べる「バイオロギング」という手法が
あります。さまざまな種類の海鳥が飛来する
三陸の海ですが、船越大島で繁殖するオオ
ミズナギドリの飛行データから、気象衛星で
は観測が難しい沿岸域の海上風データの推
定に成功しました。この手法を駆使して、気象
予報の精度を高める研究を進めています。

海鳥で気象観測が
可能に！？

ワカメ養殖が盛んな三陸沿岸地域では、ワカメに関する授業や体験学習
に取り組んでいる学校が多く、中学生が修学旅行を利用して東京で販売を行

う活動が活発に行われています。
大槌町の小中一貫教育校・吉里吉里学園では、中学部の生徒たちが、ふるさとの

産業や文化について学ぶ総合的な学習の一環として、地元の新おおつち漁業協同
組合の協力のもとで学習しているとのこと。種付けから収穫・加工・販売までのいわ
ゆる「6次産業」に取り組んでいると聞いて、収穫期の新おおつち漁協におじゃましま
した。
ワカメの刈り取りから袋詰めまでは大変な作業です。塩もみのあと茎などをはずす
作業は、1本1本手作業で、根気よく丁寧に抜かなければいけません。種付けから

販売までの作業を生徒自らが体験することで、同じ地域に住む漁業者らの苦
労や先人から教わった創意工夫、ワカメが製品になるまでにかかる手間、

そして売ることの難しさを知ることができます。そして、食べ物に対す
る有難さなど気づきが生まれ、自分たちが生まれ育った地域へ

の愛着、誇りにつながっていくのだと思いました。
（国際沿岸海洋研究センター　北川貴士）

修学旅行は
ワカメを携えて

東京大学大気海洋研究所
国際沿岸海洋研究センター

震災遺構「たろう観光ホテル」「道の駅た

ろう」は「復興の象徴」。田老銅山はかつ

て硫化鉱を採掘していた銅山。大正8年に

ラサ工業に買収され、昭和に開発が進めら

れた。採掘鉱石は宮古港駅隣接の鉱石貯蔵

施設（ホッパー）まで索道にて運搬され

た。「真崎ワカメ」の産地

　　・旧たろう観光ホテル

　　・防潮堤

　　・津波到達点

田老の震災遺構

ふれあいパーク山田（山田町）
道の駅「やまだ」の食堂コーナーの磯ラーメ

ン。具材にワカメの“葉”の部分だけでなく、

めかぶを用いることが多いのが、三陸地方の磯

ラーメンの特色だが、この磯ラーメンは麺にも

ワカメが練り込まれており、緑色が特徴的

魚定（普代村）
漁港に臨む食事処「魚定」の磯ラー

メン。シウリにホタテ、ツブ、カニ

にエビ、イカ、タコ、ウニと具材と

して用いられる魚介類のほぼ全てを

コンプリートした豪華な磯ラーメン

大船渡
県内最大の水揚げを誇る。大船渡港は、県内

で唯一の重点港湾。市内各地に石灰石鉱山が

あり、大船渡湾奥には太平洋セメント大船渡

工場が稼働している。石灰石を運ぶ貨物専用

鉄道も。黒い玉石が敷き詰められた碁石浜が

有名

五葉山
北上山地では、早池峰山に次ぐ標高（1351

ｍ）で、沿岸の最高峰。かつては「山たて

（山を使って船の位置、漁場などを確認する

方法）」に使われ、漁師は「五葉つぶし」と

いわれる五葉山が見えなくなる沖合約70海里

（近世の好漁場）まで出かけて漁をし、山を

目指して帰っていった。ゴヨウザンヨウラク

は五葉山の固有植物

両石湾

大　湾

車窓からの景色は

最高にきれい

べこの道
ワカメの保存に欠かせない塩。野田村、普代村、田野畑村が産地

として有名。岩手は日本屈指の砂鉄産地で鉄釜の入手が容易で

あったことから、江戸時代、塩は海水を釜で煮詰めて作られた

（素水式製塩）。海産物の保存のほか、交換財として牛（べこ）

で内陸にも運ばれた。野田から続く塩の道は「べこの道」とも

「海ノ民話のまち」

に認定（2020年

度「海と日本プロ

ジェクト」）

海を題材にした作品を多く残した

作家・吉村昭の文学碑

待合室に作家・吉

村昭と津村節子の

本を集めた文庫

重茂地区

船越・山田両湾と「鯨と海の科学

館」の眺めが楽しめる。駅プラッ

トフォームのホーローの駅表示板

は国鉄時代のもの

鯨山
「砂浜を歩きますと、きりきりと砂が軋みます

でしょう。そこでアイヌ人たちは砂浜のことを

きりきりと呼ぶようになったのだそうですね」

（井上ひさし『吉里吉里人』）

恋の峠トンネル

県内初の捕鯨会社が設立された地区であり、かつて港は

橋野町から釜石に鉄鉱石を運び出すために使われた

町方地区には、自噴井が分布。絶滅危惧種

「淡水型イトヨ」が県内で唯一生息

じ ふんせい

小袖（兜岩・つりがね洞）
NHK連続テレビ小説「あまちゃん」の舞台

卯子酉山

（鵜鳥神社）
黒森山（黒森神社）ととも

に、陸中沿岸漁民の信仰を集

める。鵜鳥神楽は、黒森神楽

と同様、沿岸の村々を巡行

し、地域の家々を訪れ、厄払

いや供養など願いに応じた演

目を舞う。「陸中沿岸地方の

廻り神楽」として、無形民俗

文化財に指定されている

三陸鉄道
久慈から宮古、釜石を経て盛に至る三陸鉄道リアス線
に乗ると、宮古から釜石に至る路線はトンネルが少ない
のに対して、宮古以北や釜石以南はトンネルが多いこ
とに気がつきます。これは単に地形の問題だけでなく、
それぞれの路線が建設された時期による違いをも反映
しています。宮古から釜石までの区間は山田線の一部
として戦前期に開通しました。これに対して久慈ー宮古
間と釜石ー盛間は戦後の1960～70年代に建設されま
した。戦前に作られた路線が長大トンネルを避け、曲が
りくねったルートを選択しているのに対して、戦後建設さ
れた路線は、トンネル掘削技術の進歩もあり、なるべく
直線的で勾配が少ないルートを通っているのです。

（東京大学社会科学研究所　中村尚史）

北山崎

鵜ノ巣断崖

三陸は

小ネタが

いっぱい！

地域を元気に

するのは小ネタ！

国内最大の琥珀の産地。久慈産は良質で、奈良や京都、出雲の史跡からも

発見される。かんざしなどの加工品のほか、お香や線香、触媒などに利用

北緯40°シンボル塔

熊の鼻展望台

三王岩

本州最東端!

寄せ波だけで，返す波がない

「片寄せ波」で有名

吉里吉里海岸
希少植物 エゾノコウボウムギ

県内有数の港町。宮古港は、県外へ

の水産物移出の拠点。マダラの水揚

げ日本一。明治28年に鍬ヶ崎地区に

あった水産補習学校（現：宮古水産

高）で行ったサケの採卵、放流が県

での人工孵化放流の始まりとされ

る。宮古湾海戦は、戊辰戦争の中で

繰り広げられた戦闘の一つ。小山田

地区の通称「煙突山」にそびえる

「ラサの煙突」は街のシンボル

かつては伊達藩に属し、南部藩の藩境の地と

して栄えた。1801年9月に伊能忠敬が唐丹を訪

れ測量を開始。その業績を称え、唐丹出身の

天文暦学者・葛西昌丕によって「測量の碑」が

建立されている。これは江戸時代の測量事績

を残す全国唯一の場所とされる。「唐の舟」が

出入りしていたため「唐舟」の名が生まれ、

「舟」が変化して「唐丹」となったとも

日本一の生産量を誇る岩手のエゾアワビ。
他県産のアワビが夏に旬を迎えるのに対し、
三陸産は11～12月に漁獲されます。東日本
大震災では、稚貝の７割が津波に流されまし
た。ここ数年は春先の水温が高く、餌となる
海藻も減っています。資源回復には各地域
の海の特徴をつかみ、獲り方や育て方を工
夫することが重要です。

エゾアワビも
全国シェア１位！

潮吹穴
日出島

ローソク岩

御箱崎千畳敷

三貫島
オオミズナギドリの繁殖地。三貫文になるほ

ど魚が獲れたことが地名の由来

釜石大観音

さまざまな顔をもつ三陸沿岸。北部には雄大な断崖、南部には地形の
入り組んだ優美なリアス海岸が続く「三陸復興国立公園」。沖合は、
黒潮からの暖水、親潮、津軽暖流が交わる“豊饒の海”。浅海は、生物
の多様性を支える藻場などが形成される生き物の“涵養の場”、また人
が生物を採集し、海の知識を身につけ、生活の知恵を交換する“海と
の交わりの場”。北上山地は、沿岸域へ栄養を供給し、人々の生活や
日本の繁栄を支える鉱物を産出してきた“宝の山”―。三陸鉄道沿線
を中心に、海と希望の小ネタをいっぱい集めてご紹介します。

釜石の希望
釜石は「鉄と魚とラグビーのまち」といわれます。「鉄」は幕末以来、当地の基幹産業であ
り、戦後釜石の繁栄を支えた製鉄業、「魚」は豊富な漁業資源をもつ沿岸漁業、「ラグ
ビー」は「北の鉄人」こと新日鐵釜石ラグビー部による日本選手権7連覇の偉業が有名で
す。ただ現在の釜石では、縮小した製鉄業に代わって機械工業が台頭し、震災によって
壊滅的な被害を受けた魚市場を再建し、ラグビー・ワールドカップの余韻を残しつつ、地
元チーム・釜石シーウェイブスがトップチャレンジリーグ(第2部)で頑張っています。「もう
―ない」と諦めるのではなく、「まだ―ない」、そして「また―ある」と前向きにとらえ直すと
ころに、釜石の希望があるのです。

ハマユリ

スカシユリの俗称で沿岸を代表する花。「北の鉄人」

のユニフォームにもあしらわれている

ヶ崎

Tokishirazu（大　町）
ひょうたん島をイメージした大　駅舎内

にあるラーメン店「Tokishirazu」の磯

ラーメン。ワカメやフノリといった磯の

海藻類に、シウリ貝やホタテといった三

陸の磯ラーメン定番の具材に加え、鮭の

町・大　町らしく“鮭ハム”を具材に加

え、お洒落な印象もある磯ラーメン

撮影：冨手淳氏

撮影：冨手淳氏

クロコシジロウミツバメ

（環境省：絶滅危惧ⅠＡ類）

の繁殖地

ハマギク

ハマギク属の日本固有種。

花言葉は「逆境に立ち向か

う」。東日本大震災の津波

被害から復興したホテル名

にも。2021年に宇宙へ行く

らしい

（中村尚史）

三陸各地の磯ラーメン

オランダ島

唐丹湾

綾里湾

黒森山（黒森神社）

浄土ヶ浜

鵜住居ー田老は、

『海と希望の学校 on

 三鉄』で乗車して

いただくルートです

盛

陸前赤崎
綾里

恋し浜

甫嶺

三陸

吉浜

唐丹

平田

釜石

両石

浪板海岸

払川

八木沢・宮古短大

鵜住居

大槌
吉里吉里

岩手船越

織笠

陸中山田

豊間根

津軽石

磯鶏
宮古

山口団地

一の渡

佐羽根

田老

摂待

岩泉小本

島越

田野畑

普代

白井海岸

堀内

野田玉川
十府ヶ浦海岸

陸中野田

陸中宇部

久慈

新田老

2019 年 9 月、大槌湾から新種のカニ「オオヨツハモガニ」が発表されました。本種は長
い間、近似種の「ヨツハモガニ」と間違えられていましたが、私たちの調査から全くの別
種と判明したのです。海藻とそっくりな色をして、甲にあるマジックテープのような形の毛
に海藻を付着させる「デコレーティング」を行う面白いカニです。 

三陸で新種発見！ 
「オオヨツハモガニ」

サケに関する伝説や儀礼が今でも残る地

区。本州有数のサケの遡上河川として知

られ、12月に行われる「鮭まつり」は約

半世紀の歴史を誇る

吉浜湾

宮古湾

越喜来湾

釜石湾

船越湾

閉伊川と津軽石川が流れ込む。沿岸部でも

有数の広さを誇る集水域を背後にもつ。浄

土ヶ浜周辺は見どころの多い散策コース

山田湾

ギネスブックにも載っている、世界で最も深いところに作られた

湾口防波堤がある。ガントリークレーンがシンボル

全国に4カ所しかない

「恋」の字がつく駅の一つ

海と希望の

三陸マップ

　日本全国いろいろな場所をたずねると、いつも感じることがあります。それは魅力のある地域ほど、特徴的な「小ネタ」が、たくさんあ

るということです。小ネタとは、その土地の生活に密着した、何気ないけれど、なんとも言えずアジのある、ちょっとした話題のことで

す。今、人口減少による地方の消滅が、心配されています。でも、人が減っても、地区や町は、すぐにはなくなりません。みんなで日々の

小ネタを大切にし、一つの小ネタがまた別の小ネタへと、自然につながっていく取り組みが営まれている地域は、いつまでも元気です。

みなさんの住んでいる三陸には、素敵な小ネタがたくさんあります。自分はいつも当たり前に食べているけれど、外から来た人はその美味

しさにびっくりする地元の料理。観光地図にあるような名所ではないけれど、むかしから、そこに行くとなぜだか心がおちついたり、つら

いことも忘れられる、不思議な場所。家族や近所のお年寄りに「○○（地名）ならではの『小ネタ』ってある？」とたずねれば、「そうだ

なあ」「あるかなあ」なんて言いながら、なにかおしえてくれたりします。

そしてみなさんは、きっと気づくでしょう。小ネタの多くは、海につながっている、と。鉄道でつながる三陸の海には、たのしい小ネタが

それぞれの地区や町などにあります。うれしくなるような小ネタ、おしえてください。小ネタをたずねて、「さんてつ」に乗って行きます

から。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  （玄田有史）

三陸の中高生へ- 海は「小ネタ」の宝庫だ！

地域の重要な水産資源であるサケ。新巻鮭は三陸
独自の食文化のひとつ。東日本大震災による津波で
は、ふ化場で育てられ放流を待っていた稚魚たちも
犠牲になりましたが、長期的な調査の結果、戻ってく
るサケの減少に対しては、震災の影響はほとんどあ
りませんでした。将来の資源の回復に向け科学的な
知見を増やしていくのみならず、地域の力として観
光・教育的資源として価値をさらに探っていく必要が
あると考えています。

三陸サケは地域の宝

希望には、光のイメージが伴う。列車が暗いトンネルに入ったレール
の先に広がる光景のようだ。ただ、希望の行く先が光なら、根源にある

のは、むしろ闇なのかもしれない。希望学という研究を始めてわかった
のが、希望をもって取り組んでいる人は、きまって挫折や試練を経験して

いるという事実だった。希望は、未来の目標やゴールのように見えるが、実
際は過去からの挫折や試練という闇をくぐり抜け、光に向かって進むプロセ

スなのだ。
不運や困難に打ちひしがれた人 は々、悲しみの後、それでも前に向かおうと
するとき、「希望」という言葉に思いを託す。希望学で15年以上釜石を訪れて
いるのも、数 の々挫折を経験しながら、それでも希望を失わない人 が々紡い
できた、固有の風土を感じるからだ。今や重茂の主要産品である「早採りワ
カメ」も、元 は々挫折のワカメだった。成長を邪魔するとして、冬場には間引
かれるだけのものだった。それを震災後、生でこそ美味く色鮮やかな素材

に「春いちばん」という物語を込めて出荷したところ、希望の光が灯った
のだ。背景には、早採りであれば、高齢の漁業者の作業負担も小さい

という発想の転換があった。商品化には、地元関係者の「分かち合
い」はもちろん、その魅力をともに信じる外部の人 と々の「ゆるやか

な絆（ウィークタイズ）」も欠かせなかった。
挫折は希望の糧。早採りワカメを生んだ三陸の海は、それ

が真実だとおしえてくれる。
（東京大学社会科学研究所　玄田有史）

希望のワカメ・
挫折のワカメ

三陸地域一帯に甚大な被害をもたらした東日本大震災から10
年目を迎えます。重茂半島の姉吉地区では最大40.5ｍの津波を観

測し、重茂漁業協同組合所属の漁船780艘のうち、残ったのは14艘でし
た。ワカメ漁が基幹漁業でもある重茂では、5月に始まる天然ワカメ漁までに

70艘を調達しました。それらの漁船は共同利用、収益の平等分配という珍しい
方式をとり、全国的にも注目を浴びました。
2011年5月21日に震災後初の天然ワカメ漁が解禁され、2012年3月には養殖ワ
カメの収穫が開始されました。同年11月17日には早採りワカメ「春いちばん」も出
荷されました。震災によって養殖施設も甚大な被害を受けましたが、2012年には
施設の半数が復旧しました。この間に復旧した定置網漁で得られた収入も、ワカ
メ養殖の復旧に充てられました。

重茂地区では、ワカメ養殖に積極的に取り組んできました。早採りワカメを岩
手県でいち早く商品化するなど、ワカメの商品価値を高めて、「重茂ブラン

ド」を確立してきました。ワカメ漁は重茂を象徴する漁業種であり、地域
としてワカメ漁の復活に力を注いできたように、重茂にとって震

災からの復旧は、このワカメ漁の復活とともにありました。
（国際沿岸海洋研究センター　吉村健司）

重茂のワカメ
おも え

野生動物に小型の記録計をつけて、行動や
生態を調べる「バイオロギング」という手法が
あります。さまざまな種類の海鳥が飛来する
三陸の海ですが、船越大島で繁殖するオオ
ミズナギドリの飛行データから、気象衛星で
は観測が難しい沿岸域の海上風データの推
定に成功しました。この手法を駆使して、気象
予報の精度を高める研究を進めています。

海鳥で気象観測が
可能に！？

ワカメ養殖が盛んな三陸沿岸地域では、ワカメに関する授業や体験学習
に取り組んでいる学校が多く、中学生が修学旅行を利用して東京で販売を行

う活動が活発に行われています。
大槌町の小中一貫教育校・吉里吉里学園では、中学部の生徒たちが、ふるさとの

産業や文化について学ぶ総合的な学習の一環として、地元の新おおつち漁業協同
組合の協力のもとで学習しているとのこと。種付けから収穫・加工・販売までのいわ
ゆる「6次産業」に取り組んでいると聞いて、収穫期の新おおつち漁協におじゃましま
した。
ワカメの刈り取りから袋詰めまでは大変な作業です。塩もみのあと茎などをはずす
作業は、1本1本手作業で、根気よく丁寧に抜かなければいけません。種付けから

販売までの作業を生徒自らが体験することで、同じ地域に住む漁業者らの苦
労や先人から教わった創意工夫、ワカメが製品になるまでにかかる手間、

そして売ることの難しさを知ることができます。そして、食べ物に対す
る有難さなど気づきが生まれ、自分たちが生まれ育った地域へ

の愛着、誇りにつながっていくのだと思いました。
（国際沿岸海洋研究センター　北川貴士）

修学旅行は
ワカメを携えて

東京大学大気海洋研究所
国際沿岸海洋研究センター

震災遺構「たろう観光ホテル」「道の駅た

ろう」は「復興の象徴」。田老銅山はかつ

て硫化鉱を採掘していた銅山。大正8年に

ラサ工業に買収され、昭和に開発が進めら

れた。採掘鉱石は宮古港駅隣接の鉱石貯蔵

施設（ホッパー）まで索道にて運搬され

た。「真崎ワカメ」の産地

　　・旧たろう観光ホテル

　　・防潮堤

　　・津波到達点

田老の震災遺構

ふれあいパーク山田（山田町）
道の駅「やまだ」の食堂コーナーの磯ラーメ

ン。具材にワカメの“葉”の部分だけでなく、

めかぶを用いることが多いのが、三陸地方の磯

ラーメンの特色だが、この磯ラーメンは麺にも

ワカメが練り込まれており、緑色が特徴的

魚定（普代村）
漁港に臨む食事処「魚定」の磯ラー

メン。シウリにホタテ、ツブ、カニ

にエビ、イカ、タコ、ウニと具材と

して用いられる魚介類のほぼ全てを

コンプリートした豪華な磯ラーメン

大船渡
県内最大の水揚げを誇る。大船渡港は、県内

で唯一の重点港湾。市内各地に石灰石鉱山が

あり、大船渡湾奥には太平洋セメント大船渡

工場が稼働している。石灰石を運ぶ貨物専用

鉄道も。黒い玉石が敷き詰められた碁石浜が

有名

五葉山
北上山地では、早池峰山に次ぐ標高（1351

ｍ）で、沿岸の最高峰。かつては「山たて

（山を使って船の位置、漁場などを確認する

方法）」に使われ、漁師は「五葉つぶし」と

いわれる五葉山が見えなくなる沖合約70海里

（近世の好漁場）まで出かけて漁をし、山を

目指して帰っていった。ゴヨウザンヨウラク

は五葉山の固有植物

両石湾

大　湾

車窓からの景色は

最高にきれい

べこの道
ワカメの保存に欠かせない塩。野田村、普代村、田野畑村が産地

として有名。岩手は日本屈指の砂鉄産地で鉄釜の入手が容易で

あったことから、江戸時代、塩は海水を釜で煮詰めて作られた

（素水式製塩）。海産物の保存のほか、交換財として牛（べこ）

で内陸にも運ばれた。野田から続く塩の道は「べこの道」とも

「海ノ民話のまち」

に認定（2020年

度「海と日本プロ

ジェクト」）

海を題材にした作品を多く残した

作家・吉村昭の文学碑

待合室に作家・吉

村昭と津村節子の

本を集めた文庫

重茂地区

船越・山田両湾と「鯨と海の科学

館」の眺めが楽しめる。駅プラッ

トフォームのホーローの駅表示板

は国鉄時代のもの

鯨山
「砂浜を歩きますと、きりきりと砂が軋みます

でしょう。そこでアイヌ人たちは砂浜のことを

きりきりと呼ぶようになったのだそうですね」

（井上ひさし『吉里吉里人』）

恋の峠トンネル

県内初の捕鯨会社が設立された地区であり、かつて港は

橋野町から釜石に鉄鉱石を運び出すために使われた

町方地区には、自噴井が分布。絶滅危惧種

「淡水型イトヨ」が県内で唯一生息

じ ふんせい

小袖（兜岩・つりがね洞）
NHK連続テレビ小説「あまちゃん」の舞台

卯子酉山

（鵜鳥神社）
黒森山（黒森神社）ととも

に、陸中沿岸漁民の信仰を集

める。鵜鳥神楽は、黒森神楽

と同様、沿岸の村々を巡行

し、地域の家々を訪れ、厄払

いや供養など願いに応じた演

目を舞う。「陸中沿岸地方の

廻り神楽」として、無形民俗

文化財に指定されている

三陸鉄道
久慈から宮古、釜石を経て盛に至る三陸鉄道リアス線
に乗ると、宮古から釜石に至る路線はトンネルが少ない
のに対して、宮古以北や釜石以南はトンネルが多いこ
とに気がつきます。これは単に地形の問題だけでなく、
それぞれの路線が建設された時期による違いをも反映
しています。宮古から釜石までの区間は山田線の一部
として戦前期に開通しました。これに対して久慈ー宮古
間と釜石ー盛間は戦後の1960～70年代に建設されま
した。戦前に作られた路線が長大トンネルを避け、曲が
りくねったルートを選択しているのに対して、戦後建設さ
れた路線は、トンネル掘削技術の進歩もあり、なるべく
直線的で勾配が少ないルートを通っているのです。

（東京大学社会科学研究所　中村尚史）

北山崎

鵜ノ巣断崖

三陸は

小ネタが

いっぱい！

地域を元気に

するのは小ネタ！

国内最大の琥珀の産地。久慈産は良質で、奈良や京都、出雲の史跡からも

発見される。かんざしなどの加工品のほか、お香や線香、触媒などに利用

北緯40°シンボル塔

熊の鼻展望台

三王岩

本州最東端!

寄せ波だけで，返す波がない

「片寄せ波」で有名

吉里吉里海岸
希少植物 エゾノコウボウムギ

県内有数の港町。宮古港は、県外へ

の水産物移出の拠点。マダラの水揚

げ日本一。明治28年に鍬ヶ崎地区に

あった水産補習学校（現：宮古水産

高）で行ったサケの採卵、放流が県

での人工孵化放流の始まりとされ

る。宮古湾海戦は、戊辰戦争の中で

繰り広げられた戦闘の一つ。小山田

地区の通称「煙突山」にそびえる

「ラサの煙突」は街のシンボル

かつては伊達藩に属し、南部藩の藩境の地と

して栄えた。1801年9月に伊能忠敬が唐丹を訪

れ測量を開始。その業績を称え、唐丹出身の

天文暦学者・葛西昌丕によって「測量の碑」が

建立されている。これは江戸時代の測量事績

を残す全国唯一の場所とされる。「唐の舟」が

出入りしていたため「唐舟」の名が生まれ、

「舟」が変化して「唐丹」となったとも

日本一の生産量を誇る岩手のエゾアワビ。
他県産のアワビが夏に旬を迎えるのに対し、
三陸産は11～12月に漁獲されます。東日本
大震災では、稚貝の７割が津波に流されまし
た。ここ数年は春先の水温が高く、餌となる
海藻も減っています。資源回復には各地域
の海の特徴をつかみ、獲り方や育て方を工
夫することが重要です。

エゾアワビも
全国シェア１位！

潮吹穴
日出島

ローソク岩

御箱崎千畳敷

三貫島
オオミズナギドリの繁殖地。三貫文になるほ

ど魚が獲れたことが地名の由来

釜石大観音

さまざまな顔をもつ三陸沿岸。北部には雄大な断崖、南部には地形の
入り組んだ優美なリアス海岸が続く「三陸復興国立公園」。沖合は、
黒潮からの暖水、親潮、津軽暖流が交わる“豊饒の海”。浅海は、生物
の多様性を支える藻場などが形成される生き物の“涵養の場”、また人
が生物を採集し、海の知識を身につけ、生活の知恵を交換する“海と
の交わりの場”。北上山地は、沿岸域へ栄養を供給し、人々の生活や
日本の繁栄を支える鉱物を産出してきた“宝の山”―。三陸鉄道沿線
を中心に、海と希望の小ネタをいっぱい集めてご紹介します。

釜石の希望
釜石は「鉄と魚とラグビーのまち」といわれます。「鉄」は幕末以来、当地の基幹産業であ
り、戦後釜石の繁栄を支えた製鉄業、「魚」は豊富な漁業資源をもつ沿岸漁業、「ラグ
ビー」は「北の鉄人」こと新日鐵釜石ラグビー部による日本選手権7連覇の偉業が有名で
す。ただ現在の釜石では、縮小した製鉄業に代わって機械工業が台頭し、震災によって
壊滅的な被害を受けた魚市場を再建し、ラグビー・ワールドカップの余韻を残しつつ、地
元チーム・釜石シーウェイブスがトップチャレンジリーグ(第2部)で頑張っています。「もう
―ない」と諦めるのではなく、「まだ―ない」、そして「また―ある」と前向きにとらえ直すと
ころに、釜石の希望があるのです。

ハマユリ

スカシユリの俗称で沿岸を代表する花。「北の鉄人」

のユニフォームにもあしらわれている

ヶ崎

Tokishirazu（大　町）
ひょうたん島をイメージした大　駅舎内

にあるラーメン店「Tokishirazu」の磯

ラーメン。ワカメやフノリといった磯の

海藻類に、シウリ貝やホタテといった三

陸の磯ラーメン定番の具材に加え、鮭の

町・大　町らしく“鮭ハム”を具材に加

え、お洒落な印象もある磯ラーメン

撮影：冨手淳氏

撮影：冨手淳氏

クロコシジロウミツバメ

（環境省：絶滅危惧ⅠＡ類）

の繁殖地

ハマギク

ハマギク属の日本固有種。

花言葉は「逆境に立ち向か

う」。東日本大震災の津波

被害から復興したホテル名

にも。2021年に宇宙へ行く

らしい

（中村尚史）

三陸各地の磯ラーメン

オランダ島

唐丹湾

綾里湾

黒森山（黒森神社）

浄土ヶ浜

鵜住居ー田老は、

『海と希望の学校 on

 三鉄』で乗車して

いただくルートです



気象を映像に捉えた「雲の伯爵」

デジタル万華鏡鏡
東大の多様な「学術資産」を再確認しよう

白石 愛総合研究博物館
特任助教

　富士山にかかる雲に魅了され、静岡県御殿場市に私
立観測所を設立して、気象観測を続けた一人の伯爵が
いました。後に「雲の伯爵」と称された気象学者の阿
部正直（1891–1966）です。阿部は備後国福山藩最後
の藩主正桓の長男で、幼少期に日本で初めて上映され
た「活動写真」（キネマトグラフ）を観て以来、活動写
真に興味を持ち、10代でカメラを自作するほどでした。
　1926（大正15）年、御殿場市二ノ岡で後に自身が「翼
雲」と名付けた吊し雲を観測したことを契機に、笠雲
や吊し雲といった特殊な雲のかかる孤高の山、富士山
を本格的に研究対象とするに至りました。観測は通常
の写真撮影に加え、齣落とし撮影による動画や2地点か
ら同時撮影する立体写真を取り入れたことが、阿部の
研究を独創的なものとしました。また、自宅に風洞実
験施設を作り、富士山の模型と気流実験装置によって
雲の発生の再現実験を行いました。それらの研究成果
により、1941（昭和16）年に主論文「山雲の形と気流」
で東京帝国大学より理学博士の学位を取得しています。
　阿部正直が遺した膨大なコレクションは2013（平成
25）年に総合研究博物館へ寄贈されました。同コレク
ションには、多様なサイズの紙焼き写真の他、ガラス
乾板写真、フィルム、撮影機器や実験器具などの物品類、
膨大な研究資料、図書、原稿類、学術雑誌、私物が含
まれています。大正末期から昭和初期にかけての気象
学コレクションとして重要であるとともに、映像技術
の資料体としても極めて貴重な資料群といえます。
　阿部正直コレクションの一部は平成29年度東京大
学デジタルアーカイブズ構築事業の成果の一環として
データベース化され、総合研究博物館データベースで
公開されています。現在は「気象観察記録」と「フィ
ルム」のみですが、順次追加掲載していく予定です。
多様な雲の形をご堪能ください。

http://umdb.um.u-tokyo.ac.jp/DImt/AbeCollection/list/recordlist.php

第33回

あなたの学部は何色ですか？

蔵出し！
文
ぶ ん し ょ か ん
書館

　1963（昭和38）年11月13日、第90回薬学部教授総
会では、1枚の資料を眺めながら「学部のカラー表示」
について議論していました。前月に学内で開催された
運動会で、当日は「一応濃紺を使用」した薬学部に、
学生部からカラーを「決定してほしい」と依頼がきた
のです。その時の資料が写真の文書です（S0259/
SS01/0010「教授会・教授総会議事録 昭和38年）。法

学部は緑色、医
学部は赤色……
と列記され、最
下段に薬学部が
あり、議論の結
果、「エンヂ色」
が記入されまし
た。そして現在
も「臙脂色」は
引き継がれ、学
部公式パンフレ
ットに決定経緯

が議事録の記述をもとに紹介されています。
　東京大学のスクールカラー「淡青」は、1920（大正
9）年の東京帝大・京都帝大による第1回対抗競漕（レ
ガッタ競技）に由来すると有名ですが、各学部「カラ
ー」の経緯は詳細不明なものも多いようです。この資
料の色も、同窓会の名称等に反映され納得の部局もあ
る一方、意外な印象のものもあると思います。
　これら学部カラーの淵源を探ると、やはり分科大学
（現在の学部に相当）対抗漕艇にヒントがありそうです。
この競技の歴史は古く、明治中期には盛んに競漕会が行
われ、ときには皇太子の臨席もあり、多数の教員・学生、
見物人でにぎわいました。法科・医科・工科などは、
コース色の固定化とともにユニフォームも色を統一し、
各応援団も同色を掲げ、観客も各々贔屓の色の小旗を
ふり「緑よ」「赤よ」と声援を送って、チームカラー
が浸透していた様子が当時の新聞にもうかがえます。
　「白色を合印」とする工科は、1890（明治23）年の
大会に際し「白薔薇花の簪」を製作、販売もしました
（『東京帝国大学漕艇部五十年史』より）。1963年も工
学部は「白色」となっていますが、現在のロゴは異な
るカラーを使用しています（『淡青』第36号）。この
経緯も興味深いところです。
　文書館では、こうした学部カラーの由来と変遷につ
いて調査を進めており、次年度の『東京大学文書館ニ
ュース』で成果をご紹介する予定です。乞うご期待！

（助教・秋山淳子）

第42回

The University
of Tokyo 
Archives

収蔵する貴重な学内資料から
140年を超える東大の歴史の一部をご紹介

観測所竣工直後の観察記録（IMTM_AB0000010_G-210）
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杉江祐里

近場の陸上競技場。お天気が良いと富士山が見えます

得意ワザ：おいしそうなパン屋さんをみつけること！
自分の性格：おおざっぱだけどおおらかなO型です笑
次回執筆者のご指名：中野まさきさん
次回執筆者との関係：テニス仲間で同期
次回執筆者の紹介：行動力があって頼りになります！

第201回

理学系研究科等学務課
国際チーム主任

新生 国際チーム
　国際チームは、
元々は国際化推
進室という別の
組織でしたが、
今年度から学務
課の傘下に入り、
留学生関連の業
務に携わってい
ます。
　今年度4月よ
り異動してきて、
まず驚いたこと
が、理学部内の
プログラムの多
さ！そして、行
き交うメールが、

ほぼ英語！ 初めて携わる国際系のお仕事で、戸惑う
ことも多いですが、チームや周りの方々に助けていた
だきながら、試行錯誤の毎日を送っています。
　今年（2023年）の夏には、理学部の看板であるサ
マープログラムUTRIPが、3年ぶりに、対面で開催
されます。海外からの学生を無事に受け入れられるよ
うに、現在準備の真っ只中です。
　お昼休みは、不忍池まで、毎日走っています。四季
の変化を感じながら日々ランニングしていると、とて
もリフレッシュされます。
　プライベートでは、マラソン大会に参加したり、最
近ではパン屋さん巡りにはまっています。直近では3
月の渋谷・表参道ウィメンズランに出走予定で、完走
記念のアクセサリーが今から楽しみです♪笑

出勤途中のお気入りスポット。毎朝
癒されます

第12回

kitadoko の巻＠本郷キャンパス

　本郷キャンパスの法文2号館地下一階で営業する美
容院、「kitadoko」。お店のルーツは、夏目漱石の小説
「吾輩は猫である」にも登場する理髪店「喜多床」。約
150年くらいまえに、現在の本郷郵便局付近で開業し
たそうですが、その後のれん分けする形で本郷キャン
パス内で営業を始めたそう
です。この店で10年以上東
大生や教職員の髪をカット
してきたヘアスタイリスト

の小沢泰子さんは、「今では
テスト期間や論文の提出時
期など、学生の年間スケジ
ュールをすっかり把握して
しまいました」と話します。
男子学生からのリクエスト
で多いのが「勉強や実験などの邪魔にならない髪型」
だとか。「個性的な髪型ではなく、いわゆる『普通』
のすっきりとした髪型でしょうか」と小沢さん。カウ
ンセリングをしっかりと行い、普段の生活や、ヘアケ
アなどを聞いた上で、それぞれ髪質や髪の量などにあ
ったスタイルを 提案しているそうです。
　kitadokoが力を入れているのがヘッドスパ（15分
コース1650円、30分コース4400円）。頭皮の状態に
合わせて、毛穴のクレンジングや美容液を使ったマッ
サージなどを行い、頭皮環境を整えていくそうです。
「健康な髪を育てるためには、土台となる頭皮ケアを
しっかりすることが大切です。そうすることで、髪が
健康にきれいに育っていき、薄毛予防なども期待でき
ます」と小沢さんは話します。寝不足やストレスのた
めか、頭皮が固くなっているお客さんが結構いるそう
で、マッサージなどで頭皮だけでなく、心もリラック
スしてもらえればと考えているそうです。 「学生さん
だと、床屋しか行ったことがなく、美容院だと緊張し
そうだと躊躇する人もいるかもしれませんが、気構え
ずに気軽にいらしてください」

夏目漱石の小説にも登場

http://kitadoko.jp/homebase/

オフホワイトが基調の店内。来店時に次回の予
約をすると10%引きに（通常カット料金4950円）

営業時間●
10時～ 19
時（定 休
日：火・水）

電話：03-
3815-8410

構内ショップの旅
ぶらり

ヘアスタイリストの 
小沢泰子さん
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　「よく居たオマエ‼」。「来ると思った‼」。昨年開催
されたサッカーのワールドカップで、日本が優勝候補
の一角スペインを倒し、決勝トーナメント進出を決め
た時、三笘選手と田中選手が叫び合った言葉である。
　前半を0対1で折り返した日本は、後半3分、堂安
の弾丸シュートで追いついた。そしてその興奮もさめ
やらぬ2分半後にそれは起こった。右サイドでボール
を受けた田中が、前線の堂安に縦パス。堂安はゴール
前へと低いクロス。そこで前田がシュートを狙い疾走
するも、間に合わない。ボールはゴールラインを割る
かに思えたが、前田の外側をさらに駆け上がった三笘
が、必死に左足を伸ばしてライン際で折り返した。ゴ
ール前には先の田中が詰めており、右腿で押し込んだ。
しかし、「ライン際」がビデオ判定となった。
　三笘が折り返した際、ゴール前の状況を見る余裕は
なかった。また、他の選手には、三笘がクロスを戻せ
るとは思えなかったはずである。だが、三笘は誰かが
走り込むことを、田中は三笘が折り返すことを、いず
れも信じ、奇跡がもたらされた。判定の結果、ボール
はわずかにライン上に残っており、「三笘の1㍉」と言
われる決勝弾となった。かくて試合終了の笛とともに、
二人は抱き合い、冒頭の叫びを交わしたのであった。
　テレビに釘づけになっていた私には、ある説話が想
起された。『今昔物語集』の「馬盗人」である。
　名馬を譲り受けんと源頼義が父・頼信を訪ねた日の
夜、馬盗人に名馬が連れ去られた。寝入っていた頼信
は騒ぎをかすかに耳にすると、馬にまたがり一人で賊
を追った。頼義もまた下人の声を聞くや否や、やはり
単騎で追走した。途中、頼信は「我が子は必ず追って
くる」と、頼義は「父は必ず前を進んでいらっしゃる」
と信じ、馬を駆った。やがて夜盗は逃げおおせたと安
堵し、水場で馬を歩ませていた。頼信は闇中にその音
をのがさず、頼義が駆けつけていることを確かめもせ
ぬまま、「射よ、あれぞ」と叫んだ。すると弓の音が
響いた。こうして名馬を取り返した父子は、何事もな
かったかのように屋敷へと戻り、床に就いたのだった。
　コミュニケーションとは何か。「三笘の1㍉」に、「馬
盗人」の説話に、その奥義があるだろう。翻って、漫
画「気まぐれコンセプト」（『スピリッツ』22.11.14号）は、
就職のためのOB・OG訪問の今昔を描いている。「CM
を作りたいと思ったキッカケは」の質問を機に、昔は
話が弾んだ。だが、昨今は次の応答がなされがちで、
殺伐としているという。「そういう人の心の中の一番大
切な部分に土足で踏み入る質問って、どうなんですか」。
　はたして、現在の大学はいかがであろうか。

第186回

小松美彦総合文化研究科客員教授
科学技術インタープリター養成部門

「三笘の1㍉」から大学を考える 卒業生と母校をつなぐTFT

庄司英里本部渉外課卒業生チーム
特任専門職員

寄付でつくる東大の未来

第40回

　“TFT”をご存知でしょうか？ 本部渉外課卒業生チ
ームで管理している、全学で唯一部局を横断する卒業
生データベースです。本人登録による卒業後の個人情
報を保持しており、現在約7万人が利用しています。
主な対象は卒業生ですが、在学生、教職員も登録する
ことができ、TFTメンバー限定の特典もあります。
　渉外課が所属する社会連携部は、公開講座などのリ
カレント教育プログラム、ホームカミングデイといっ
た卒業生向けイベント、そして教育や研究を支援する
ための基金の設置など、社会と東大をつなぐ活動を行
っています。その中でTFTが果たす役割は、社会で
活躍する卒業生に母校とのつながりを感じつづけても
らうこと、同窓生同士のネットワークづくりの場を提
供することです。「東大の今」をテーマに、最新の研
究成果やイベント情報、そして母校支援のお願いなど
をメールマガジンでTFT登録者に毎月お届けしてい
ます。
　他大学に比べると「東大生には母校愛がない」と言
われているようですが、毎年10月に開催するホーム
カミングデイでは、安田講堂や銀杏並木が学生時代を
懐かしむたくさんの卒業生で賑わいます。また、イベ
ント運営への協力や、研究・学生支援などへの寄付の
お願いには卒業生の方々から多くの応援が集まります。
　「母校とつながったことで、東大のすばらしさを改
めて感じている」という感想をいただきます。自分の
出身校が好き、と感じてもらうことは素敵なことです
し、大学側にとっても卒業生という一番の理解者を得
ることは喜ばしいことです。卒業生に向けて母校の魅
力を発信し続けていくことが、東大ファンのさらなる
獲得につながっていくと考えています。
　東大の財産ともいえる卒業生のデータベースTFT
を全学で有効に活用していただくため、卒業生チーム
では部局イベント情報のメルマガ掲載や、卒業生宛お
知らせメールの代理発送なども行っています。

　ところで、なぜ卒業生デ
ータベースが“TFT”なの
か？ お知りになりたい方は
卒業生チームまでお尋ねく
ださい。

TFT登録は
こちらから

懐かしいキャンパ
ス風景と最新ニュ
ースを毎月メルマ
ガで配信中

東京大学基金事務局（本部渉外課）
kikin.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
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全学ホームページの「UTokyo FOCUS」（Features, Articles）に掲載された情報の一覧と、そのいくつかをCLOSE UPとして紹介します。トピックス
掲載日 担当部署・部局 タイトル（一部省略している場合があります）

1月13日 本部広報課 令和元年度・令和 2年度・令和 3年度退職教員の最終講義のお知らせ

1月13日 数理科学研究科 数理科学研究科設立 30周年記念式典・コンサートを挙行

1月16日 本部広報課 令和 4年度退職教員の最終講義 2月開催分のお知らせ

1月16日 工学系研究科・工学部 3Dコンクリートプリンティングの産学連携デザインコンペを開催

1月17日 カブリ数物連携宇宙研究機構、宇宙線研
究所、物性研究所 第 7回「やっぱり物理が好き！」を開催～物理に進んだ女子学生・院生のキャリア～

1月20日 広報室 藤井総長らの研究チームの研究論文が『Nature』に掲載されました

1月23日 本部入試課 令和 5年度第 2次学力試験出願状況速報

1月27日 広報室 特別対談　ウェルビーイングの追求　企業と大学にできることは何か

1月31日 広報室 ロシア・ウクライナ戦争とナショナリズム

2月1日 本部学生支援課 七大戦冬競技が終了！東大は暫定 1位に

2月1日 理学系研究科・理学部 合田圭介教授が米国科学振興協会（AAAS）フェローに選出

2月3日 史料編纂所 地震史料シンポジウムII「災害史料研究が拓く歴史学の新たな方法」を開催

2月6日 広報室 希有なゲルの医療展開を目指して／Entrepreneurs 18

2月8日 本部広報課 令和 4年度退職教員の最終講義3月開催分のお知らせ

2月8日 本部国際研究推進課 東京大学 フランス国立科学研究センター 共同研究プログラムについて

　情報・メディアアート分野の専門家である教
員の監修のもと、学生が中心となって作品制作
と運営を行う東京大学制作展（主催：情報学
環・学際情報学府 ）。今号の表紙は、昨年11月
開催の制作展2022「Emulsion」（http://www.

iiiexhibition.com）に出展された、佐藤良祐さ
ん（教養学部理科二類 2年／情報学環教育部
1年）と藤堂真也さん（工学系研究科修士課程
1年／今井公太郎研究室）の二人による作品、

表紙について
《cubiSm》です。実空間に鏡を置いて3Dスキ
ャニングを行うと、データが混ざりあって現実
にはありえない不思議に歪んだ空間が出現しま
す。それを修正すべきバグと見なすのではなく、
人には見えないが3Dスキャナーなら捉えられ
るユニークな新世界だと看破したのが佐藤さん
と藤堂さん。普及が進みつつある3Dスキャニ
ングに大きな鏡を組み合わせたアイディアが、
キュビスムの歴史に新しい風を吹き込みます。

　12月12日、櫻田謙悟経済同友会代表幹事
と藤井輝夫総長による対談が行われました。
経済同友会の広報誌『経済同友』の特集企画
の一環で、タイトルは「ウェルビーイングの
追求　企業と大学にできることは何か」でし
た。前半は、東京大学が取り組む「UTokyo 

Compass」ならびに、経済同友会が提唱す
る「生活者共創社会」をもとに、通底する共

　工学部の建築学科と社会基盤学科が合同開
講した授業で、建設用3Dコンクリートプリ
ンティングによる実施デザインコンペが行わ
れました。J R東日本及び事業者4 社（會澤高
圧コンクリート、Polyuse、クラボウ、日揮
グローバル）との産学連携によるもので、テ
ーマはJR内房線の太海駅（無人駅）に設置
するベンチでした。メンテナンスフリーであ

通認識へと話が進みました。後半では、新し
い社会づくりに向けた考えを交わし、経済と
国民の幸福度やウェルビーイングの向上を両
立する将来へ共に踏み出すことの重要性が確
認されました。多様性や包摂性、あるいは学
びの時間の多様化、という観点から、大学と
産業界の連携可能性、今後の協働について意
見交換がなされました。

ること、塩害に耐えられることなどが条件と
なりました。5 月の一次選考、7 月の二次選
考を経て、會澤高圧コンクリート+本学学生
チームによる「後ろ髪を引かれるベンチ」が
最優秀案に選出されました。製造、性能試験
を経て設置されたベンチは12月14日に供用
が開始されました。太海駅にお立ち寄りの際
にはぜひご利用ください。

藤井総長と経済同友会の櫻田代表幹事が対談を実施

JR内房線太海駅に学生デザインのベンチが！

CLOSE UP

CLOSE UP

（広報室）

（工学系研究科・工学部）

建設用3DCPによる実施デザインコンペは
国内初の試みでした
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　11月19日 、第7回目となる「やっぱり物
理が好き！ ～物理に進んだ女子学生・院生
のキャリア～」をオンラインで開催しました。
様々な講師の方をお招きしてキャリアパスを
提示するとともに、参加者同士のネットワー
ク作りや物理学分野 の魅力を伝える機会と
して行われてきたものです。森初果 物性研
究所所長の開会挨拶の後、4人の講師が講演
しました。講演の題名は、群馬大学准教授の
鈴木真粧子さんが「見る前に跳べ」、旭化成
の高田えみかさんが「昨日まで世界になかっ
たものを」、神奈川大学特別助教の辻直美さ

んが「天の川銀河で最強の加速器とは？」、
理学系研究科准教授の馬場彩さんは「星たち
の熱い声を聴くと」でした。講演の合間には、
物性研究所松永研究室博士2年の中川真由莉
さんの案内で極限コヒーレント光科学研究セ
ンター（LASOR）の紹介が行われ、閉会挨
拶はKavli IPMU の村山斉教授が行いました。 

SpatialChat を用いた交流会も行われ、3研
究所から4名の大学院生がTAとして参加者か
らの質問に応じました。参加者同士で交流し
たり、講師へ積極的に話しかけてさらなる質
問を投げかける参加者の姿も見られました。

第7 回「やっぱり物理が好き！」を開催CLOSE UP （カブリ数物連携宇宙研究機構、
宇宙線研究所、物性研究所）

今回は43名の参加がありました

SpatialChatを用いた交流の様子

　理学系研究科化学専攻の合田圭介教授が、
米国科学振興協会（American Association 

for the Advancement of Science; AAAS）フ
ェローに選出されました。AAASは、人類の
ために、科学者間の協力を促進し、科学的自
由を守り、科学における情報発信を行ってい
る、1848年に設立された長い歴史を持つ学
際的な組織です。著名な科学雑誌『Science』
の出版元でもあります。AAASフェローは、

　第62回全国七大学総合体育大会、通称「七
大戦」が、昨年12月9日に開幕しました。七
大戦は、北海道大学・東北大学・東京大学・
名古屋大学・京都大学・大阪大学・九州大学
の七つの大学間で毎年行われる体育大会で、
今回の第62回大会では東京大学が主管を務
めています。12月、1月には、他の競技に先
駆けてスケート部アイスホッケー部門、スキ
ー部の冬競技2種目が実施されました。アイ
スホッケー部は見事全勝で第1位を獲得、ス
キー部は第4位という結果を収めました。ア
イスホッケー部主将は「主管校として一つ目
の競技でいいスタートが切れました。前回の

　地震火山史料連携研究機構では、12月23日、
地震史料シンポジウムII「災害史料研究が拓
く歴史学の新たな方法」をオンラインで開催
しました。近年、地誌や年代記など、これま
で評価が定まっていなかった史料や外国語史
料・金石文史料なども再評価し、災害史料と
して活用しようという動きが生まれています。
今回のシンポジウムは、災害研究が歴史学の
新たな方法を提起しているといえる状況を受
け、2018年12月の地震史料シンポジウム「地
域史料から地震学へのアプローチ」に続いて

1874年に始まり、科学における研究及び教育、
社会へのコミュニケーションなどに関して卓
越した業績を持つ者で構成されており、世界
各国のノーベル賞受賞者及びオピニオンリー
ダーが名を連ねています。合田教授は、バイ
オフォトニクス分野における多大な貢献、特
に生物学・医学の問題を解決するための超高
速イメージング及び超高速分光技術の開発が
評価されての選出となりました。

第61回大会に続いての二連覇を果たすこと
ができ、嬉しく思います」と、スキー部主将
は「アルペン、クロカン、ジャンプと上級生
を中心としてポイントを獲得することができ
ました。来年の七大戦では下級生もポイント
を獲得できるよう頑張りたいと思います」と
コメントしました。以上の冬競技2種目の結
果を得点換算した暫定総合成績では、現在東
京大学が1位となっています。前回主管時以
来7年ぶりとなる七大戦総合優勝に向け、順
調な滑り出しを切りました。七大戦の情報は
公式HP（http://www.7univ-nanadaisen.

jp/）やTwitterでぜひチェックしてください。

開催したものです。
　シンポジウムでは、地震学、歴史学、地質
学、考古学の各分野で歴史地震および地震史
料研究に取り組む研究者の発表8本の後、総
合討論が行われました。発表では、様々な史
料を活用した研究の成果が報告され、各分野
の連携に伴う研究の進展が確認されました。
討論では、史料のさらなる調査・分析と異分
野連携によって地震像を明らかにすること、
地震のほか水害などの災害にも研究を広げる
ことへの期待などが示されました。

合田圭介教授が米国科学振興協会フェローに

第62 回七大戦の冬競技が終了！ 東大は暫定1位に

シンポ「災害史料研究が拓く歴史学の新たな方法」を開催

CLOSE UP

CLOSE UP

CLOSE UP

（理学系研究科・理学部）

（本部学生支援課）

（史料編纂所）

研究者、自治体や企業の関係者、市民など
139名の参加がありました



七徳堂鬼瓦

〒113-8654　 東京都文京区本郷7丁目3番1号
東京大学本部広報課 　TEL：03-3811-3393
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淡青評論

御殿下のプール

東京大学広報室
2023年2月21日no.1567

第1152回

　本郷の安田講堂から病院側に向かってすこ
し歩くと、御殿下記念館がある。その地下に
プールがあることをご存じだろうか。
　よく晴れた土曜の午後、外でダンスをして
いる若者たちの横を抜けて階段を下る。入口
でパスとひきかえにロッカーのカギをもらう。
靴を預けてロッカーで着替える。シャワーを
浴びてプールに立つ。自由レーンに入ってビ
ート板でバタバタする。歩行専用レーンに移
って筋肉をほぐす。中央レーンで水をかくと
後ろに泡が流れていく。あっという間に時間
がすぎる。泳ぎ終えて外に出るとアカペラの
歌声がきこえる。そんな場所である。
　御殿下のプールは、本郷キャンパスの中で
も多国籍度が高い場所なのではないか。ずい
ぶんいろいろな国の留学生がいるような気が
する。かつて採暖室（サウナ）がフル稼働し
ていたころ、サウナでぼーっと座っていると、
実にさまざまな言語が耳に入ってきた。コロ
ナ前とちがっていまやロッカーでの会話はひ
そひそ声になったが、やはりいろいろな出身

の人がいると思う。私は男性ロッカーの様子
しか知らないし、どの言語なのかもよくわか
らないのだけれど。
　御殿下記念館は1988年に建設された。施
設は古めになってきているものの、リノベー
ションのおかげで今も快適だ。プール特有の
水のニオイも最近はなくなった。泳ぐ人が少
ないときもプールの監視員の人が見守ってく
れる。たまにごしごし掃除していて、その姿
に頭が下がる。
　不思議なのは、講義や演習でご一緒する学
生さんたちと決して会わないことだ。東大生
の多くはプールに通う習慣がないのか。それ
とも、私の乱視が進んで学生の存在に気がつ
かないだけなのか。あるいは、こっちが会っ
ていない気がしているだけで、学生のほうで
は「あいつがいる！」と気づいて逃げている
のか。そうでないことを希望したいが。

増井良啓
（法学政治学研究科）
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